
GM quicker 26

GM quicker 2 27

GM quicker 3 28

GM quicker 4 29

GM quicker 96 30

On-Site Column Set for GM quicker 30

ISOIL 31

ISOIL for Beads Beating 32

Lysis Solution BB SP1 32

ISOIL Large for Beads ver.2 33

■ プラスミド DNA 抽出
ISOSPIN Plasmid 34

■ アガロースゲルからの核酸抽出・精製
ISOSPIN Agarose Gel 35

Thermostable β -Agarase 36

■ 核酸精製用試薬
ISOSPIN PCR Product 37

Ethachinmate 38

TE Saturated Phenol 39

Phenol/Chloroform/Isoamyl alcohol（25 : 24 : 1） 39

Acid Phenol, pH 4.2 39

α -Amylase Ultrapure 40

HULK アルギン酸分解酵素 41

High-Salt Precipitation Solution 41

■ 製品選択ガイド
核酸を選ぶ→検体を選ぶ 2

■ RNA 抽出・精製
ISOSPIN Cell & Tissue RNA 4

ISOGEN Ⅱ 5

ISOGEN with Spin Column 7

ISOGEN 8

ISOGEN-LS 9

ISOGEN PB Kit 10

ISOSPIN Plant RNA 11

Assist Buffer for ISOSPIN Plant RNA 11

ISOIL for RNA 12

ISOVIRUS 13

■ DNA 抽出・精製
ISOSPIN Tissue DNA 14

ISOTISSUE 15

ISOGENOME 16

ISOSPIN Blood & Plasma DNA 17

ISOHAIR 18

ISOHAIR Jr. 19

ISOHAIR EASY 19

ISOSPIN Fecal DNA 20

ISOFECAL 21

ISOFECAL for Beads Beating 22

ISOSPIN Plant DNA 23

ISOPLANT Ⅱ 24

ISOPLANT 25
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製品選択ガイド

small
RNA

total
RNA 

ゲノム DNA

dsRNA

品名 特長 ページ

ISOGENⅡ
高分子/低分子RNAの分画可能
RT-PCR, qPCRに使用可能

ISOGEN total RNAの高純度抽出
RNA/DNA/タンパク質の単離が可能

ISOGEN with Spin Column 夾雑物の多い試料に最適
アルコール沈殿不要

ISOSPIN Cell & Tissue RNA total RNAの高純度抽出
DNaseⅠ添付

組織
培養細胞

5

8

7

4

品名 特長 ページ

ISOGEN-LS ISOGENを血液・血清用に改良
全血・血清

9

品名 特長 ページ

ISOGEN PB Kit RT-PCRに使用可能
パラフィン
包埋切片 10

品名 特長 ページ

ISOGENⅡ
smallRNAの抽出効率が高い
高分子/低分子RNAの分画可能
RT-PCR, qPCRに使用可能

組織
培養細胞 5

全血・血清
血漿

品名 特長 ページ

ISOSPIN Blood & Plasma DNA 循環DNA・断片化DNAも効率よく回収 17

品名 特長 ページ

ISOIL for RNA
火山灰土壌に対応
ビーズによる物理破砕

土壌
12

組織

品名 特長 ページ

ISOTISSUE 数十～数百kbpのゲノムDNAを抽出可能
PCR、制限酵素反応に直接使用可能

ISOSPIN Tissue DNA 動物組織、魚介類、昆虫からのDNA 抽出キット

15

14

毛髪

品名 特長 ページ

ISOHAIR 爪、口腔粘膜にも使用可能

ISOHAIR Jr. ISOHAIRとPCR試薬、電気泳動試薬のセット

ISOHAIR EASY 操作が簡便

18

19

19

植物・真菌
品名 特長 ページ

ISOVIRUS  長鎖dsRNAを精製可能 13

品名 特長 ページ

ISOFECAL PCRや制限酵素反応に直接使用可能

ISOFECAL for Beads Beating 強固な細胞壁を持つ微生物から抽出可能
PCRや制限酵素反応に直接使用可能

ISOSPIN Fecal DNA 強固な細胞壁の微生物にはビーズ破砕法
せん断が気になる場合は熱処理法

糞便 21

22

20

品名 特長 ページ

ISOGEN
total RNAの高純度抽出
RNA/DNA/タンパク質の単離が可能

ISOGEN with Spin Column 夾雑物の多い植物にも使用可能

ISOSPIN Plant RNA DNaseⅠ添付

植物
[関連製品] High-Salt Precipitation Solution 多糖類の除去に最適

[関連製品] Assist Buffer for ISOSPIN Plant RNA 抽出困難な植物試料のための補助試薬

7

41

11

8

11

核酸 サンプル

 …スピンカラムで簡便操作　　

ISOGENOME フェノールを使用しない
ISOGENⅡの沈殿からDNA抽出可能 16
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製品選択ガイド

DNA 断片

プラスミド
DNA

アガロース

品名 特長 ページ

ISOSPIN Agarose Gel アガロースゲル濃度：～ 5％ 35

PCR 産物
品名 特長 ページ

ISOSPIN PCR Product 40mer以下のPrimer除去 37

大腸菌
品名 特長 ページ

ISOSPIN Plasmid 最大プラスミドサイズ：20kbp 34

品名 特長 ページ

ISOIL
高分子土壌DNAの抽出
PCR、制限酵素反応に直接使用可能 31

ISOIL for Beads Beating
PCR、制限酵素反応に直接使用可能
短時間 32

ISOIL Large for Beads ver.2 再精製、スケールアップ（20gまで）可能 33

土壌

品名 特長 ページ

GM quicker
トウモロコシ・ダイズ用
PCRや制限酵素反応に直接使用可能 26

GM quicker 2
コメ・ナタネ・ジャガイモ用
PCRや制限酵素反応に直接使用可能 27

GM quicker 96 トウモロコシ96粒から同時に抽出可能
PCRや制限酵素反応に直接使用可能 30

On-Site Column Set for GM quicker
遠心機不要
短時間 30

穀物

品名 特長 ページ

GM quicker 3 PCRや制限酵素反応に使用可能 28

GM quicker 4 PCRや制限酵素反応に使用可能
DNAの回収効率を向上

29
加工食品

品名 特長 ページ

ISOPLANT 単子葉類も前処理不要
PCR、制限酵素反応に直接使用可能 25

ISOPLANTⅡ 多糖類・ポリフェノールを効果的に除去
木本植物からも抽出可能 24

ISOSPIN Plant DNA RNaseA添付 23
植物

ゲノム DNA

品名 特長 ページ

HULK アルギン酸分解酵素 高効率 41
褐藻類

品名 特長 ページ

TE Saturated Phenol 中性フェノール（TE飽和フェノール） 39

Phenol/Chloroform/Isoamyl alcohol (25 : 24 : 1) 中性フェノール：クロロホルム 39

Acid Phenol クエン酸バッファー飽和フェノール 39

フェノール

品名 特長 ページ

α-Amylase Ultrapure デンプンを分解 40
デンプン

品名 特長 ページ

Ethachinmate 共沈剤 38エタ沈

核酸
前処理

Thermostable β-Agarase 至適反応温度50～60℃

核酸 サンプル

 …スピンカラムで簡便操作　　

36
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RNA 抽出・精製

  ISOSPIN Cell & Tissue RNA  動物細胞や組織からの RNA 抽出キット
本品は、動物培養細胞や動物組織から RNA を抽出・精製するため

のキットです。本キットは、カオトロピックイオン存在下で RNA が
シリカへ吸着する原理を応用しており、フェノールやクロロホルムを
使用しません。使用するスピンカラムは、カラム容積を最大限確保し
ており、内封されたシリカメンブレンは、充分な RNA 吸着容量と高
い溶出効率を確保しています。

本キットでは、夾雑物を遠心分離により除去する方法とシリカメ
ンブレン上での DNase I 処理を採用しており、約 1 時間で高純度の
RNA を抽出・精製できます。

構　　　成 
1. PT Extraction Buffer（組織用） 30 ml x 1 本
2. C Extraction Buffer（細胞用） 30 ml x 1 本
3. PT Binding Buffer（組織・細胞用） 40 ml x 1 本
4. PT Wash1 Buffer 40 ml x 1 本
5. PT Wash2 Buffer 40 ml x 1 本
6. DNase I (RNase free) 2,000 units x 1 本
7. 10 x DNase I Buffer 1 ml x 1 本
8. ddWater (RNase free) 1 ml x 8 本
9. Spin Column 50 本 x 1 袋

使　用　法 
 

314-08211 50 回用 27,000

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

 特　　長 

1.  夾雑物を効率よく除去し、高純度な RNA
を抽出可能。

2.  フィルターによる前処理が不要で、約 1 時
間で抽出可能。

3.  DNase I はキットに添付（別途購入不要）
4.  フェノール、クロロホルムは不要。
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RNA 抽出・精製

  ISOGEN Ⅱ  total RNA および small RNA 抽出用試薬
ISOGEN Ⅱ（アイソジェンⅡ）は、動物組織および培養細胞からの

total RNA および small RNA 抽出用試薬です。
本品は、フェノールとグアニジンを含む均一な液体で、細胞成分と

の相互作用により、シングルステップで RNA を単離できます。
従来法の試薬（ISOGEN や ISOGEN-LS）のようにクロロホルムを用

いた液相分離の必要がありません。試料に ISOGEN Ⅱを加えて溶解
またはホモジナイズした後、水を添加すると、DNA、タンパク質、
ポリサッカライドなどは沈殿（不溶化）するため、遠心分離によって除
去できます。上清をアルコール沈殿、洗浄、溶解すると、高純度な
RNA が単離できます。

 使用上の注意  ISOGEN Ⅱは医薬用外劇物（フェノール製剤）ですので、取り扱いにはご注意下さい。ご使用の際には手袋な
どを着用して下さい。また、蒸気を吸入しないように、換気を十分に行って下さい。もし目に入ったり皮膚
に付着した場合は大量の水で少なくとも 15 分間は洗い流し、医師の診察を受けて下さい。

備　　　考 保存の際には、遮光して下さい。 
 Molecular Research Center Inc. よりライセンスを受けています。（特許出願中）

マニュアルは
p.6参照

317-07363 10 ml 13,000
311-07361 100 ml 28,000

 特　　長 

1.  RNA の単離にクロロホルムを使用しない。
2.  従来法の試薬（ISOGENなど）よりも small 

RNA の抽出効率が高い。
3.  高分子 RNA（＞ 200 bases）と、small RNA

（＜ 200 bases）の分画が可能（分画しない
方法もある）。

4.  DNA の混入が少なく、抽出した RNA はそ
のままRT-PCRや定量RT-PCRに使用可能。

5.  約 1 時間で RNA が抽出可能。操作フロー

マウス
脳

＜遠心後の写真＞

マウス
肝臓

接着細胞
HeLa 細胞

Ref
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高分子 RNA と small RNA を合わせて単離する場合
●  B： total RNA の単離

注 1）
　組織の場合、ISOGEN Ⅱ 1 ml あたり 100 mg を上限として、ガラステ
フロンホモジナイザーまたはポリトロンホモジナイザーでホモジナイゼー
ションする。夾雑物の多い組織（肝臓や脾臓など）の場合、ISOGEN Ⅱ 1 
ml あたり使用する組織の量は 50 mg にする。プロトコールでは 1 ml の
ISOGEN Ⅱを添加する方法を記載しているが、使用する遠心チューブの容
量に合わせてもよい。残りのホモジネートは凍結して保存できる。

　接着細胞の場合、培養ディッシュから培地を除去し、3.5 cm ディッシュ
（10 cm2）あたり少なくとも 1 ml の ISOGEN Ⅱを加え、ピペッティングし
て完全に溶解する。使用する ISOGEN Ⅱの量は、細胞数ではなく培養ディッ
シュの面積をもとにする。

　浮遊細胞の場合、遠心分離して細胞を沈殿させた後、培地を除去し、107

細胞あたり少なくとも 1 ml の ISOGEN Ⅱを加え、ピペッティングして細
胞を溶解する。

　液体試料の場合、0.4 ml までの液体試料に対し 1 ml の ISOGEN Ⅱを加
え、溶解する。0.4 ml に満たない少量の液体試料で行う場合は、試料と 1 
ml の ISOGEN Ⅱをいったん混合した後、混合液がトータル 1.4 ml になる
ように RNase フリー水を追加する。この後、室温で 5 ～ 15 分間放置する
操作に進む。

　全血の場合、ISOGEN-LS の使用を奨める。

6

RNA 抽出・精製

高分子 RNA と small RNA を別々に単離する場合
A：total RNA の単離
●  A-1：高分子 RNA の単離　

●  A-2：small RNA の単離

  ISOGEN Ⅱのプロトコール
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RNA 抽出・精製

  ISOGEN with Spin Column  total RNA 抽出用試薬
本品は、RNA 抽出用試薬の ISOGEN とシリカメンブレン内封スピ

ンカラムを組み合わせた製品です。ISOGEN で試料の溶解と液相分
離による RNA の抽出まで行い、夾雑物の除去のため、カオトロピッ
クイオン存在下で核酸がシリカに吸着する原理（Boom technology）
を採用した当社設計のスピンカラムを用いることで、より高純度の
total RNA を約１時間で抽出することができます。

スピンカラムは、カラム容積を最大限確保しており、内封されたシ
リカメンブレンは、十分な核酸吸着容量と高い溶出効率を備えていま
す。

構　　　成                                            (50 回用 )
1. ISOGEN  50 ml × 1 本
2. IsoWash Ⅰ 30 ml × 1 本
3. IsoWash Ⅱ 30 ml × 1 本
4. TE (pH 8.0) 5 ml × 1 本
5. Spin Column 50 本

使　用　法

 特　　長 

1. total RNA を高純度に抽出可能。
2. アルコール沈殿不要。
3.  夾雑物の多い植物からも高純度に total 

RNA の抽出が可能。

使用上の注意  ISOGEN は医薬用外劇物（フェノール製剤）ですので、取り扱いにはご注意下さい。ご使用の際には手袋など
を着用して下さい。また、蒸気を吸入しないようにし、換気を十分に行って下さい。もし目に入ったり皮膚
に付着した場合は大量の水で少なくとも 15 分間は洗い流し、医師の診察を受けて下さい。

備　　　考 保存の際には、遮光して下さい。
 Licensed by Molecular Research Center Inc.

314-07513 10 回用 22,000
318-07511 50 回用 44,000

Ref
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RNA 抽出・精製

  ISOGEN  RNA 抽出用試薬

ISOGEN（アイソジェン）は、ヒト、動物、植物および細菌からの
RNA 抽出用試薬です。液相分離による方法を用いており、 同一試料
から DNA およびタンパク質も単離することが可能です。一連の操作
で RNA、DNA、タンパク質を単離できるので、貴重な試料の分析に
有効で、また、操作が簡単なので、試料数が多い場合にも便利です。

本品は、フェノールとチオシアン酸グアニジンを含む均一な液体で、
試料に ISOGEN を加えて溶解またはホモジナイズした後、クロロホ
ルムを加えて遠心分離するとホモジネートは水相、中間相および有機
相の 3 相に分離します。水相には RNA のみが存在し、DNA および
タンパク質は中間相以下に存在します。従って、まず、水相を採取し
てイソプロパノールを加えて RNA を沈殿させ、残った中間相と有機
相にエタノールを加えて DNA を、さらに、イソプロパノールを加え
てタンパク質を沈殿させることにより RNA、DNA およびタンパク質
を順次単離することができます。

315-02504 10 ml 9,600
317-02503 50 ml 19,000
311-02501 100 ml 28,000
319-90211 200 ml 50,000

外　　　観 青色溶液

 使用上の注意  ISOGEN は医薬用外劇物（フェノール製剤）ですので、取り扱いにはご注意下さい。ご使用の際には手袋など
を着用して下さい。また、蒸気を吸入しないようにし、換気を十分に行って下さい。もし目に入ったり皮膚
に付着した場合は大量の水で少なくとも 15 分間は洗い流し、医師の診察を受けて下さい。

備　　　考 保存の際には、遮光して下さい。 
 Licensed by Molecular Research Center Inc.

 「酵母からの RNA 抽出」は、ニッポンジーンのホームページ（https://www.nippongene.com）をご覧下さい。

文　　　献 

Chomczynski, P. Sacchi, N.: Anal.Biochem., 162, 156 （1987）
Chomczynski, P.: BioTechniques, 15, 532 （1993）
Chomczynski, P., Bowser-Finn, R. Sabatini, N.: The Jounal of NIH Research, 6,83 （1994）
Chomczynski, P. Mackey, K.: BioTechniques, 19, 942-945 （1995）

 特　　長 

1.  フェノール及びチオシアン酸グアニジン
を主成分とした均一溶液

2. 液層分離の際に便利な着色溶液
3.  一連の操作で RNA、DNA、タンパク質

の単離が可能

Ref
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RNA 抽出・精製

  ISOGEN-LS 液体試料からの RNA 抽出用試薬

ISOGEN-LS（アイソジェン -LS）は、血液や血清のような液体試料か
らの RNA 抽出用試薬で、ISOGEN を液体試料用に改良したものです。
試料に加える ISOGEN-LS の量比が異なる以外は、ISOGEN と同一の
結果を得ることができます。

外　　　観 赤色溶液

 使用上の注意  ISOGEN-LS は医薬用外劇物（フェノール製剤）ですので、取り扱いにはご注意下さい。ご使用の際には手袋
などを着用して下さい。また、蒸気を吸入しないように、換気を十分に行って下さい。もし目に入ったり皮
膚に付着した場合は大量の水で少なくとも 15 分間は洗い流し、医師の診察を受けて下さい。

使　用　法

317-02623 10 ml 9,600
311-02621 100 ml 32,000

 

*1） 1.5 ml プラスチックチューブを用いて処理する場合、組織や培養細胞等、試料の体積が 100 μl 以下のものには
ISOGEN、血液等、試料の体積が大きい（100 μl を越える）ものには ISOGEN-LS が有効である。試料の体積が大き
くても、濃縮により 100 μ l 以下にできる場合には ISOGEN を使用することができる。
培養細胞の場合、培地等の水分は可能な限り除去する。液体試料から ISOGEN-LS を用いて抽出する場合、試料の
容量が 0.25 ml 以下の時には、水を加えて0.25mlにする。ISOGEN-LSと試料の容量比が常に3：1になるようにする。
血液や血清のように多くの成分が含まれる液体試料は、水で 2 倍に希釈してから ISOGEN-LS を加える。ヘパリン
が逆転写酵素活性を阻害するため、ヘパリン採血した試料より抽出した total RNA を、RT-PCR や PCR に用いると
うまくいかないことがある。EDTA 採血した試料由来の場合は逆転写酵素活性を阻害しない。

*2） 組織の場合は、ガラス・テフロンあるいはポリトロンホモジナイザーを用いてホモジナイゼーションする。
培養皿に付着して増殖した細胞の場合には、10 cm² 当たり 1ml の ISOGEN を直接加えてピペットで吸出して溶解
する。
細胞懸濁液の場合には遠心して沈殿させた後、5 ～ 10×106cells 当たり 1ml の ISOGEN を加えて同様にピペット
で吸出して溶解する。筋、脂肪細胞、植物のようにタンパク質、脂質、糖等を多く含む試料の場合は、ホモジナイゼー
ション後に一度遠心（12 K × g, 10 分間 , 4℃）して、上清を以下の操作に用いる。この時、脂肪は最上層に位置する 
ことに注意する。

Ref



R
N

A

抽
出
・
精
製

10

RNA 抽出・精製

  ISOGEN PB Kit パラフィン包埋組織切片からの RNA 抽出キット

ISOGEN PB Kit はパラフィン包埋組織切片から RNA を抽出するた
めのキットです。脱パラフィン、Proteinase K 処理を行った組織か
ら ISOGEN-LS で RNA 抽出するため、大変簡単に短時間（約 2 時間）
で RNA を抽出することができます。抽出した RNA は RT-PCR に使
用することができます。 

構　　　成 
1. Proteinase K（20 mg/ml） 100 μl ×1 本
2. Extraction Buffer 3 ml ×1 本
3. ISOGEN-LS  10 ml × 1 本
4. Ethachinmate 60 μl ×1 本
5. Deoxyribonuclease（RT Grade） 20 μl ×1 本
6. 10 × DNase（RT Grade）Buffer Ⅱ 100 μl ×1 本
7. Stop Solution（RT Grade） 100 μl ×1 本
8. DEPC treated Water 500 μl ×2 本

使　用　法

〈キット以外に必要な試薬〉
・Lemosol® または Lemosol®　A
・エタノール
・クロロホルム
・イソプロパノール

315-06421 20 回用 22,000

使　用　例　RT-PCR によるマウス Gapd 遺伝子の検出

 M : OneSTEP Marker 5（φX174/Hinc Ⅱ digest）

 Lane 1 : 鋳型なし

 Lane 2 : 鋳型：逆転写反応を行っていない RNA

 Lane 3 : 鋳型：逆転写反応を行った RNA

 2％  Agarose S

M M1 2 3

F
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RNA 抽出・精製

  ISOSPIN Plant RNA 植物組織からの RNA 抽出キット

本品は、植物組織から RNA を抽出・精製するためのキットです。本
キットは、カオトロピックイオン存在下で RNA がシリカへ吸着する
原理を応用しており、フェノールやクロロホルムを使用しません。使
用するスピンカラムは、カラム容積を最大限確保しており、内封され
たシリカメンブレンは、充分な RNA 吸着容量と高い溶出効率を確保
しています。

本キットでは、夾雑物を遠心分離により除去する方法とシリカメ
ンブレン上での DNase I 処理を採用しており、約 1 時間で高純度の
RNA を抽出・精製できます。

構　　　成 
1. PT Extraction Buffer（植物用） 30 ml x 1 本
2. PT Binding Buffer ( 植物用 ) 40 ml x 1 本
3. PT Wash1 Buffer 40 ml x 1 本
4. PT Wash2　Buffer 40 ml x 1 本
5. DNase I (RNase free) 2,000 units x 1 本
6. 10 x DNase I Buffer 1 ml x 1 本
7. ddWater (RNase free) 1 ml x 8 本
8. スピンカラム 50 本 x 1 袋

使　用　法 
 

310-08171 50 回用 32,500

  Assist Buffer for ISOSPIN Plant RNA 専用オプション補助試薬

本品は、植物組織からの RNA 抽出キット「ISOSPIN Plant RNA」専
用のオプションバッファー（補助試薬）です。キットのみでは抽出困難
な植物試料からでも ISOSPIN Plant RNA の PT-Extraction Buffer に
本品を加えるだけで、高収量、高純度な RNA を抽出することができ
るようになります。
構　　　成 
1. Assist Buffer 1 3 ml x 1 本
2. Assist Buffer 2 2 ml x 1 本

315-08501 50 回用 12,000

220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320
0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

使　用　例　キャベツ葉からの RNA 抽出と吸光スペクトル測定
本品は、A 社スピンカラム製品より低い A230 の値を示し、多糖類など
の夾雑物が効率良く除去できていることが分かった。

 特　　長 

1.  多糖類を多く含む試料からも高純度の
RNA 抽出が可能。

2.  フィルターによる前処理が不要で、約 1 
時間で抽出可能。

3.  フェノール、クロロホルムは不要。
4.  DNase Ⅰはキットに添付。

使用実績（試料 1 mg あたりの RNA 収量の目安）
◦キャベツ葉（100 ng）   ◦イネ種子（50 ng）
◦ホウレンソウ葉（500 ng）  ◦タケ葉（300 ng）
◦シロイヌナズナ芽（100 ng） ◦キク葉（200 ng）
◦チューリップ球根（200 ng） ◦チャ葉（400 ng）

使用実績（試料 1 mg あたりの RNA 収量の目安）
◦マツ葉（100 ng） ◦ブドウ果肉（10 ng）◦ツバキ（70 ng）

◦バラ葉（50 ng） ◦ブドウ外皮（50 ng）◦イチゴ葉（100 ng）

◦バラ花弁（80 ng） ◦バナナ果肉（15 ng）

※上記は、キットのみでは抽出困難な植物試料です。
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RNA 抽出・精製

  ISOIL for RNA 土壌からの RNA 抽出キット

本品は、土壌からの RNA 抽出キットです。ビーズによる強力な物
理的破砕と試薬による溶菌作用を併せることで強力に微生物を破砕
し、また、抽出液にフッ素化合物を添加することで核酸を効率よく抽
出できます。酵素反応を阻害する腐植物質などの夾雑物質を効果的に
除去できる精製プロトコールの採用により、簡便に高純度の RNA を
得ることができます。

構　　　成 使　用　例
 1.  Sodium Silicofluoride Solution 10 ml ×1 本
 2.  Lysis Solution R 25 ml ×1 本
 3.  Lysis Solution 20S  1.25 ml ×3 本
 4.  Purification Solution R 25 ml ×1 本
 5.  Precipitation Solution R 35 ml ×1 本
 6.  Ethachinmate 100 μl ×1 本
 7.  3M Sodium Acetate（pH 5.2） 500 μl ×1 本
 8.  TE（pH 8.0） 10 ml ×1 本
 9.  Beads Tube R  50 本
10. Deoxyribonuclease（RT Grade）＊ 1 250 units ×1 本
11. 10 × DNase（RT Grade）Buffer ＊ 1 1 ml ×1 本
12. 2 mg/ml BSA Solution ＊ 1 1 ml ×1 本

使　用　法

312-07411 50 回用 48,000

 特　　長 

1.  火山灰土壌（黒ボク土など）に対応。
2. 高純度の RNA が効率よく抽出可能。
3. 約 4 時間の操作時間。

µ
µ
µ
µ

µ
µ
µ

µ
µ

µ

µ

＊1　DNase処理に使用する試薬は－20℃保存して下さい。
＊2　本品のご使用には、別途ビーズ式破砕装置（2 ｍlチューブ対応）が必要になりま

注） 本品は国立研究開発法人 科学技術振興機
構（JST）が所有する特許のライセンスを受け
て製造販売しております。
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RNA 抽出・精製

  ISOVIRUS ウイルス二本鎖 RNA 精製キット（植物・真菌用）

ISOVIRUS（アイソヴァイラス）は、植物や真菌試料から選択的にウ
イルス等に由来する長鎖の二本鎖 RNA（dsRNA）を抽出・精製するため
のキットです。

本キットは、dsRNA がセルロース担体へ特異的に吸着する基本原
理を利用しており、得られた dsRNA は、RNA シークエンス等のアプ
リケーションに使用可能です。

構　　　成
1. Proteinase K  500 μ l x 1 本  -20° C 
2. DNase I (RNase free)  1000 units x 1 本  -20° C 
3. VR Extraction Buffer PF1  10 ml x 1 本  室温
4. VR Extraction Buffer 2  2 ml x 1 本  室温
5. 2 x STE Buffer  7 ml x 1 本  室温
6. Filter Column  20 本 x 1 袋  室温
7. Swollen Cellulose  10 本 x 2 箱  室温
8. VR Wash Buffer  40 ml x 2 本  室温
9. VR Elution Buffer  4 ml x 1 本  室温

使　用　例

310-08811 20 回用 55,000

 特　　長 

1.  身近な試料から RNA ウイルスを探索。
2. 200 bp 以上の長鎖 dsRNA を精製可能。
3.  精製 dsRNA は網羅的 RNA ウイルス探索手

法 FLDS* に使用可能。
* fragmented and loop primer l igated dsRNA 

sequencing.

文　　　献 

1)Ryo Okada, Eri Kiyota, Hiromitsu Moriyama, Toshiyuki Fukuhara, Tomohide Natsuaki (2015)
A simple and rapid method to purify viral dsRNA from plant and fungal tissue.
J Gen Plant Pathol 81: 103-107

2)Ioannis E. Tzanetakis, Robert R. Martin (2008)
A new method for extraction of double-stranded RNA from plants.
J Virol Methods 149: 167-170

3)Morris, T.J., Dodds, J.A. (1979)
Isolation and analysis of double-stranded RNA from virus-infected plant and fungal tissue.
Phytopathology 69: 854-858.

4)Richard M. Franklin (1966)
Purification and properties of the replicative intermediate of the RNA bacteriophage R17.
Proc Natl Acad Sci U S A. 55: 1504-1511.

5)Syun-ichi Urayama, Yoshihiro Takaki, Shinro Nishi, Yukari Yoshida-Takashima, Shigeru
Deguchi, Ken Takai, Takuro Nunoura (2018)
Unveiling the RNA virosphere associated with marine microorganisms.
Mol Ecol Resour 18: 1444-1455
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DNA 抽出・精製

  ISOSPIN Tissue DNA  動物組織、魚介類、昆虫からの DNA 抽出キット

ISOSPIN Tissue DNA（アイソスピン ティッシュ ディーエヌエー）
は、動物組織、魚介類、昆虫などからゲノム DNA を抽出・精製する
ためのキットです。

本キットでは、Proteinase K と界面活性剤存在下での加熱処理に
より試料を溶解させ、DNA 以外のタンパク質や多糖類等の夾雑物を
遠心分離により除去してから、スピンカラム法で DNA を精製します。
特に今まで抽出困難であった粘性物質（多糖類）等を多く含む魚介類な
どから高純度の DNA を抽出することができます。

本キットは、カオトロピックイオン存在下で DNA がシリカへ吸着
する原理を応用したスピンカラムによる DNA 精製方法を採用しており、人体に有害なフェノールやクロロホルム等の毒
性有機溶媒を使用しません。また、使用するスピンカラムに内封されたシリカメンブレンは、充分な DNA 吸着容量と高
い溶出効率を確保しています。

構　　　成 （50 回用）
1. Ti Extraction1 Buffer 22.5 ml ×1 本
2. Ti Extraction2 Buffer 2.5 ml ×1 本
3. Ti Binding Buffer 30 ml ×1 本
4. Ti Wash1 Buffer  40 ml ×1 本
5. Ti Wash2 Buffer 45 ml ×1 本
6. RNase A (100 mg/ml) 250 μl ×1 本
7. Proteinase K (20 mg/ml) 1 ml ×1 本
8. Elution Buffer 3 ml ×1 本
9. Spin Column 50 本 × 1 袋

使　用　法

316-08891 50 回分 25,000

使　用　例

 特　　長 

1.  夾雑物が原因のカラムの目詰まりを回避
2.  粘性物質（多糖類）等を多く含む魚介類など 

 多種の試料から高純度 DNA を抽出可能
3.  フェノール・クロロホルム不要
4.  Proteinase K と RNase A 添付（別途購入不要）

生物種 部位 収量
アサリ エラ 500 ng/mg t issue

エラ 124 ng/mg t issueサバ
イエバエ 脚 380 ng/mg t issue
アリ 個体 73 ng/mg t issue
マウス 尾 400 ng/mg t issue

ヒト 口腔粘膜 10 ng/mg t issue
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DNA 抽出・精製

  ISOTISSUE 動物組織からの DNA 抽出キット

ISOTISSUE（アイソティッシュ）は、動物組織からゲノム DNA を抽
出するためのキットです。操作中フェノール、クロロホルムのような
有害物質を使用せず、また、微量遠心チューブを用いるため、操作が
簡便です。全工程を約 3 時間で終了することができます。本品により
得られたゲノム DNA は制限酵素反応や PCR に用いることができま
す。

構　　　成 （3 回分） （30 回分）
1. Extraction Buffer 1 ml ×2 本 20 ml×1 本
2. 20 mg/ml Proteinase K 150 μl ×1 本 1.5 ml×1 本
3. 5 mol/l NaCl 0.7 ml ×1 本 7 ml×1 本
4. TE（pH 8.0） 1 ml × 2 本 20 ml×1 本
5. 10 mg/ml RNase A 20 μl ×1 本 0.2 ml×1 本
6. 3 mol/l Sodium Acetate（pH 5.2） 0.2 ml ×1 本 1 ml×2 本
7. 3 mol/l LiCl 0.7 ml ×1 本 7 ml×1 本
8. 150 mmol/l Sodium Citrate 0.7 ml ×1 本 7 ml×1 本

使　用　法

317-03103 3 回分 3,200
311-03101 30 回分 19,000

＊ 1  滅菌処理したはさみなどで可能な限り細かく切り刻む。テフロンホモ

ジナイザーなどでホモジナイズしてもよい。

＊ 2 完全に均一にはなりにくいが、可能な限り均一に近い状態にする。

＊ 3 染色体 DNA を損なわないように穏やかにかつ十分に混合する。

＊ 4 組織の色が着色した濁った懸濁液状になる。

＊ 5  wash solution はキットに含まれている 3 mol/l LiCl および 150 mmol/l 

Sodium Citrate を用いて調製する。

 wash solution： 0.3 mol/l LiCl

  15 mmol/l Sodium Citrate　　　

  75％エタノール

＊ 6 乾燥を容易にするために行う。省略してもよい。

＊ 7 4℃前後で一晩静置することによってほぼ完全に溶解する。

使　用　例

Lane 1 : T4 dC DNA:166 kbp

Lane 2 : 肝臓ゲノム DNA

Lane 3 : 腎臓ゲノム DNA

Lane 4 : 心臓ゲノム DNA

マウス各組織から得られたゲノム DNA の

パルスフィールドゲル電気泳動パターン

F
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DNA 抽出・精製

  ISOGENOME DNA 抽出用試薬

本品は、組織や細胞からゲノム DNA を抽出するための試薬です。
本品は、グアニジンや界面活性剤を含む溶液であり、RNA を加水分
解することにより DNA を選択的に回収することができます。また、
簡単な操作で DNA を抽出できるため、スケールアップや多検体処理
にも対応できます。さらに RNA 抽出用試薬 ISOGEN II と組み合わせ
て使用することで、同一サンプルから RNA と DNA を抽出すること
ができます。

試料に ISOGENOME を加えて溶解またはホモジナイズした後、エ
タノール沈殿、エタノール洗浄、溶解することで、短時間でゲノム
DNA が抽出できます。

使　用　法

318-08111 10 ml 6,000
314-08113 100 ml 18,000

 

Ref

サンプル ※組織 25～50 mg、培養細胞（10 cm2）または～1ｘ107細胞（容量＜0.1 ml）

1 ml ISOGENOME

ホモジナイゼーション

遠心　（10,000xg,10分間） オプション

上　清

0.5 ml エタノール（99.5%）
転倒混和（5～8回）
室温　1～3分間　静置
折出した繊維状ゲノムDNAをチップの先で混ぜるようにすくい取り
新しいチューブに移す

沈　殿
1 ml　75%　エタノール
転倒混和（3～6回）
室温　30秒～1分間　静置後、エタノールを除去

もう一度繰り返す

沈　殿 ※ピペットでエタノールをできる限り除去したもの

DNA溶液

8mM NaOH （またはddH2O）

※8 mM NaOH で溶解した場合は HEPES 溶液などで中和する。

 特　　長 

1.  約 30 分間でゲノム DNA を抽出
2.  新鮮な組織からのゲノム回収率 70% 以上
3.  ISOGEN II との併用で RNA と DNA が抽出

可能
4. 得られた DNA は様々なアプリケーション

にそのまま使用可能

試 料 
肝臓 
腎臓 
脾臓 
心臓 
肺 

骨格筋 

 μg DNA/ mg tissue
 4.3±0.7
 3.6±0.2

 22.8±4.1
 2.0±0.4
 2.5±0.4

 0.8

使　用　例
DNA 収量の目安

 ISOGEN II と組み合わせた RNA、DNA の単離

沈殿

高分子RNA
の単離

遠心後

マウス
脳

マウス
肝臓

接着細胞
HeLa 細胞

ISOGENⅡでホモジナイズ

RNaseフリー水を添加

沈殿（DNA）上清（RNA）

75％ Ethanol

上清

ISOGENOMEで溶解

上清上清

small RNA
の単離

DNAの単離
total RNA
の単離

Isopropanol

ISOGENⅡ

ISOGENOME
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DNA 抽出・精製

  ISOSPIN Blood & Plasma DNA 全血、血清、血漿からの DNA 抽出キット

ISOSPIN Blood & Plasma DNA は、全血、血清、血漿からの DNA
抽出用試薬です。

本品を使用することで、効率よく DNA を 30 分間で抽出すること
ができます。カオトロピックイオン存在下で DNA がシリカへ吸着す
る原理を応用し、フェノールやクロロホルムなどの毒性有機溶媒を
使用しません。スピンカラムを使用した DNA 精製は、簡単な操作か
つ安定した収量で高品質な DNA を得ることができます。 

本品は、血液中からゲノム DNA だけではなく、循環 DNA や長期
保存中に断片化した DNA も抽出可能です。

構　　　成
1.  Proteinase K (20 mg/ml) 1 ml x 1 本 -20℃
2.  BE Buffer 15 ml x 1 本 室温
3.  BW1 Buffer 48 ml x 1 本 室温
4.  BW2 Buffer 35 ml x 1 本 室温
5.  Elution Buffer 14 ml x 1 本 室温
6.  Spin Column 50 本 x 1 袋 室温
7.  Collection Tube 50 本 x 2 袋 室温

使　用　法

312-08131 50 回用 20,000

 特　　長 

1.   様々な血液サンプルからゲノム DNA を抽
出可能

2.  断片化した DNA や循環 DNA も効率よく
回収

3.  スピンカラムを用いた 30 分間の迅速・簡
単操作

4. フェノールやクロロホルムなどの毒性有機
溶媒は使用しない
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DNA 抽出・精製

  ISOHAIR 毛髪・爪からの DNA 抽出キット

ISOHAIR（アイソヘアー）は、ヒトの毛髪・爪から DNA を抽出する
ためのキットです。

毛髪の主成分はケラチンという非常に分解しにくいタンパク質です
が、本品を使用すると約 30 分間で毛髪を完全に溶解することが可能
で、約 1 時間で DNA を得ることができます。また、操作が簡便で、
ヒト由来のゲノム DNA が必要な場合には、大変便利です。

構　　　成  （10 回分） （100 回分）
1. Extraction Buffer 1 ml ×2 本 20 ml×1 本
2. Enzyme Solution 100 μl ×1 本 1 ml×1 本
3. Lysis Solution 80 μl ×1 本 0.8 ml×1 本
4. Ethachinmate 20 μl ×1 本 0.2 ml×1 本
5. 3 mol/l Sodium Acetate（pH 5.2） 200 μl ×1 本 2 ml×1 本
6. TE（pH 8.0） 200 μl × 1 本 1 ml×2 本
使　用　法

315-03403 10 回分 11,600
319-03401 100 回分 30,000

＊1  毛根部の場合1 cm、毛幹部の場合2～6 cm、爪の場合1 mm角2個

（0.5 mg）程度必要である。

＊2  毛髪が完全に溶けるまで反応させる。毛髪の質、量によって溶解

の速度が異なる。

 爪の場合には、見た目上ほとんど変化は起こらない。

＊3 ボルテックスなどの激しい操作は避ける。

＊4 必要があればRNase処理を行う。

使　用　例　ヒトミトコンドリア DNA の検出

M：Marker 5（φ X174/Hinc Ⅱ）

3％ Agarose 21

Taq DNA Polymerase：Gene Taq NT

A、B、C 3 人の毛根部 1 cm または毛幹部 6 cm より DNA を抽出し、

得られた DNA の 1/4 量を用いて、ヒトミトコンドリア DNA（D 

Loop 領域 280 bp）を PCR にて増幅し、電気泳動を行った。

備　　　考 ・  本品開発にあたり、国立研究開発法人 中央水産研究所 小林敬典先生 ( 当時のご所属 ) よりご指導いただ
きました。 

 ・  本品に PCR 用試薬、アガロースゲル電気泳動試薬がセットになった、大学生を対象にした学生実習など
に最適な ISOHAIR Jr. もご用意しております。

文　　　献 

Wilson, M.R., Polanskey, D., Butler, J., Dizinno, J.A., Replogle, J. and Budowle, B. : Bio Techniques, 18（4）, 662（1995）

F
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DNA 抽出・精製

  ISOHAIR Jr. 大学生を対象にした学生実習などに最適な内容

本品は、毛髪や爪からの DNA 抽出試薬（ISOHAIR）、PCR 用試薬
（Gene Taq NT）、アガロースゲル電気泳動試薬のセットです。

大学生を対象にした学生実習などに最適な内容となっています。

構　　　成
 ISOHAIR [ 保存：-20℃ ]
1. Extraction Buffer
2. Enzyme Solution
3. Lysis Solution
4. Ethachinmate
5. 3M Sodium Acetate
6. TE (pH 8.0)

 PCR 用試薬 [ 保存：-20℃ ]
1. Gene Taq NT (5 units/μl)
2. 10 × Gene Taq Universal Buffer
3. dNTP Mixture (2.5 mM each)
4. ddWater 
* プライマーは含まれておりません。

 電気泳動用試薬 [A] [ 保存：室温 ]
1. Agarose 21（低分子量核酸分子用アガロース）
2. 50 × TAE
3. EtBr Solution
4. Loading Buffer

 電気泳動用試薬 [B] [ 保存：-20℃ ]
1.Marker 4
2.TE (pH 8.0)

314-04431 30 回用 56,000
310-04433 60 回用 97,000

  ISOHAIR EASY 毛根からのDNA抽出キット

本品（アイソヘアーイージー）は、毛根から約 30 分間で簡便に
DNA を抽出するための試薬です。

抽出した DNA 溶液は、精製をしないでそのまま核酸増幅法の鋳型
として利用することができます。

操作フロー

319-07781 100 回分 15,000

Ref

Ref

毛根部1.5 cmを切断し、
エタノールで洗浄

ISOHAIR EASY 
50 μlに毛根部
3本を加える

55℃、20 分間 94℃、10 分間 氷上で冷却 DNA抽出液

上清

毛根部  1.5 cm

 特　　長 

1.  実験に必要なほとんどの試薬がキットに含
まれている。本品の他に必要なものは、エ
タノール、フェノール / クロロホルム / イ
ソアミルアルコール、ddH2O のみ。

2.  手軽な試料（毛、爪、口腔粘膜）を用いた実
験を行うキット。

3.  小分け・分注済みで実験準備の手間を軽減
できる。4 人× 15 グループなど、要望に
応じてカスタム分注された状態で購入可能

（ISOHAIR、PCR 用試薬に適用 : 最小 3 人
/ グループから）。

4.  DNA 抽出試薬である ISOHAIR の操作は極
めて簡便なので、学生実習に最適。

5.  キットの使用方法や使用例だけでなく、原
理も記載された詳細な実験マニュアル付
き。

6.  短時間で遺伝子工学の基礎的手法（DNA 抽
出、PCR、電気泳動）を体験できる。
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DNA 抽出・精製

  ISOSPIN Fecal DNA スピンカラムを用いた糞便からの DNA 抽出・精製キット

ISOSPIN Fecal DNA（アイソスピンフィーカル DNA）は、スピンカ
ラムを用いて糞便から DNA を抽出・精製するためのキットです。

糞便に至適化した抽出液とビーズビーティングによる物理的な破砕
の併用によって、強固な細胞壁を有する微生物からも DNA を抽出す
ることが可能です。 また、精製工程においては、独自開発したスピ
ンカラムを採用しており、フェノールやクロロホルムなどの毒性有機
溶媒を使用することなく、迅速・簡便に DNA を精製することが可能
です。

本品のご使用には、別途 ビーズ式破砕装置（2 ｍ l チューブ対応） 
が必要になります。

構　　　成
1. FE1 Buffer 35 ml × 1 本
2. FE2 Buffer 4.5 ml × 1 本
3. FB Buffer 40 ml × 1 本
4. FW Buffer 50 ml × 1 本
5. TE（pH 8.0） 5 ml × 1 本
6. RNase A (100 mg/ml) 5 ml ×1 本
7. Beads Tube  50 本
8. Spin Column  50 本

使　用　法

注）  本品の使用には、別途ビーズ式破砕装置（2 mL チューブ対応）が必要になります。ビーズ式破砕装置を使用しない
場合、Beads Beating の代わりに熱処理法（65℃、1 時間）を行うオプションプロトコルがあります。

文　　　献  

K Hosomi, H Ohno, H Murakami, Y Natsume-Kitatani, K Tanisawa, S Hirata, H Suzuki, T Nagatake, T Nishino, K 
Mizuguchi, M Miyachi and J Kunisawa: Method for preparing DNA from feces in guanidine thiocyanate solution 
affects 16S rRNA-based profiling of human microbiota diversity. Sci. Rep., 7, 4339 (2017)

315-08621 50 回用 48,000

 特　　長 

1. 高純度な糞便 DNA が抽出可能。
2.  得られた糞便 DNA は PCR や制限酵素反応

に直接使用可能。
3. 約 2 時間で糞便 DNA が抽出可能。

使　用　法
①リアルタイム PCR 法による Bifidobacterium 属の検出
本品および A 社、B 社の糞便 DNA 抽出キットを用いて、0.2 g のヒト
糞便から DNA 溶液を得た。
吸 光 度 測 定 結 果 に 基 づ い て 定 量 し た 5 ng の DNA を 鋳 型 に
Bifidobacterium 属を検出するプライマー対とプローブを用いてリアル
タイム PCR を行い、Ct 値を比較した。

結果：ISOSPIN Fecal DNA を用いて抽出した DNA の場合、A 社および
B 社の糞便 DNA 抽出キットで得られた DNA 溶液よりも低い Ct 値を示
した。
このことから、ISOSPIN Fecal DNA は、ヒト糞便中の Bifidobacterium 
属のようなグラム陽性菌からも効率的に DNA を得ることが可能である
と示唆された。

Beads Tubeに0.2 gの糞便サンプルを入れる

FE1 Buffer 700 μL

FE2 Buffer　90 μL

FB Buffer　200 μL

FB Buffer　600 μL

TE（pH 8.0）　50 μL
室温静置3分間

FB Buffer　600 μL

イソプロパノール　200 μL

RNase A　10 μL
Beads Beat（4,600 rpm，45秒間）
スピンダウン

12,000×g ，15分間

13,000×g ，30秒間

13,000×g ，1分間

13,000×g ，1分間

13,000×g ，1分間

Spin Columnに混合液を全量添加

カラムを1.5 mLチューブにセット

DNA溶液

上清を新しいマイクロチューブに回収
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DNA 抽出・精製

  ISOFECAL 糞便からの DNA 抽出キット

ISOFECAL（アイソフィーカル）は、人や動物の糞便からの DNA 抽
出キットです。独自の DNA 精製プロトコールにより、純度の高い
DNA を抽出することができます。本キットでは DNA 抽出方法として
界面活性剤存在下での加熱処理法を採用しており、大腸菌などのグラ
ム陰性細菌からの DNA 抽出に適しています。ただし、強固な細胞壁
を持つ微生物からの DNA 抽出は困難な場合があります。

構　　　成
1. Lysis Solution F 50 ml×1 本
2. Purification Solution 20 ml×1 本
3. Precipitation Solution 40 ml×1 本
4. Wash Solution 50 ml×1 本 
5. Ethachinmate 100 μl×1 本
6. TE（pH 8.0） 5 ml × 1 本

使　用　法　　　　　　　　　　　　　　　使　用　例

318-06271 50 回用 27,000

 特　　長 

1. 高純度な糞便 DNA が抽出可能。
2.  得られた糞便 DNA は PCR や制限酵素反応

に直接使用可能。
3. 約 2 時間で糞便 DNA が抽出可能。

µ

µ

µ

µ

µ

 注）本品は、東京大学 TLO が所有する特許のライセンスを受けて製造販売しております。
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DNA 抽出・精製

  ISOFECAL for Beads Beating 糞便からの DNA 抽出キット

ISOFECAL for Beads Beating は、人や動物の糞便からの DNA 抽
出キットです。独自の DNA 精製プロトコールにより、純度の高い
DNA を抽出することができます。本キットでは DNA の抽出方法と
して界面活性剤による化学的な溶菌法と、Beads Beating による物理
的な菌体破砕法の併用を採用しています。したがって、強固な細胞壁
を持つ微生物からも効率よく DNA を抽出することができ、実際の糞
便微生物相を反映した糞便 DNA を得ることができます。ただし、本
キットで抽出した DNA は Beads Beating によって物理的せん断を受
けている可能性があります。

構　　　成
1. Beads Tube 50 本
2. Lysis Solution F 50 ml×1 本
3. Purification Solution 20 ml×1 本
4. Precipitation Solution 40 ml×1 本
5. Wash Solution 50 ml×1 本 
6. Ethachinmate 100 μl×1 本
7. TE（pH 8.0） 5 ml × 1 本

使　用　法 使　用　例

315-06281 50 回用 34,000

 特　　長 

1.  強固な細胞壁を持つ微生物からも DNA が
抽出可能。

2. 高純度な糞便 DNA が抽出可能。 
3.  得られた糞便 DNA は PCR や制限酵素反応

に直接使用可能。
4. 約 1 時間で糞便 DNA が抽出可能。

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ

µ
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DNA 抽出・精製

  ISOSPIN Plant DNA 植物の葉からの DNA 抽出キット

ISOSPIN Plant DNA は、スピンカラムを用いて植物の葉から DNA 
を抽出・精製するためのキットです。

本キットでは、夾雑物を遠心分離により除去する方法を採用してお
り、今まで抽出困難であったポリフェノールや粘性物質を多く含む植
物試料からも高純度な DNA を得ることができます。

構　　　成
1. Prewash Buffer  30 mL × 1 本
2. PE1 Buffer  22.5 mL × 1 本
3. PE2 Buffer  2.5 mL × 1 本
4. PB Buffer  30 mL × 1 本
5. PW1 Buffer  40 mL × 1 本
6. PW2 Buffer  45 mL × 1 本
7. RNase A（100 mg/mL）  250 μL × 1 本
8. Elution Buffer  3 mL × 1 本
9. Spin Column  50 本 × 1 袋

使　用　法

312-08631 50 回用 24,000

 特　　長 

1. 高粘性で DNA 抽出困難なバラ科植物から
も効率よく DNA 抽出可能。

2.  フェノール、クロロホルムは不要。
3. RNase A はキットに添付（別途購入不要）。

使　用　例
①スギ針葉からの DNA 抽出とリアルタイム PCR
本品と他社製品と従来品 ISOPLANT Ⅱを用いて各 20 mg の新鮮
なスギ針葉から DNA 抽出を行い、比較のため溶出液量を 50 μL 
に揃えた。
吸光度測定値に基づいて 1.25 ng の DNA 溶液を鋳型にリアルタ
イム PCR を行った。
結果：本品は最も早い増幅曲線の立ち上がりを示した。

②使用実績（試料 1 mg あたりの DNA 収量の目安）
◦ホウレンソウ（40 ng）  ◦イネ（90 ng） 
◦イチゴ（30 ng）  ◦キウイ（40 ng）
◦シロイヌナズナ（80 ng）  ◦キク（100 ng） 
◦バラ（30 ng）  ◦スギ（30 ng）
◦キャベツ（50 ng）  ◦マツ（150 ng） 
◦サクラ（30 ng）

細断または粉砕した植物の葉（10～100 mg）

Prewash Buffer　600μL

PE1 Buffer　450μL
ペッスルですり潰す

PB Buffer等量

PW1 Buffer　700μL

PW2 Buffer　500μL

RNase A　5μL
65℃で10分間加温（3分おきに混和）

PE 2 Buffer　50μL、ボルテックス混合

13,000×g ，10分間，4℃

13,000×g ，10分間，4℃

13,000×g ，30秒間，4℃

13,000×g ，1分間，4℃　（2回）

13,000×g ，1分間，4℃

13,000×g ，1分間，4℃

PW2 Buffer　300μL

13,000×g ，2分間，4℃

上清を新しいマイクロチューブに回収

Elution Buffer　50μL
室温静置　3分間

13,000×g ，2分間，4℃

カラムを1.5 mLチューブにセット

DNA溶液

Spin Columnに混合液を2回に分けて全量添加

上清を捨て、洗浄後の植物試料
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DNA 抽出・精製

  ISOPLANT Ⅱ 植物・酵母・細菌からの DNA 抽出キット

ISOPLANT Ⅱ（アイソプラントⅡ）は、植物、酵母、細菌から短時
間に DNA を抽出するためのキットです。従来品の ISOPLANT と同様、
Solution Ⅱの主成分である塩化ベンジルによって細胞壁などを破壊
し、界面活性剤の存在下で可溶化します。植物の組織は動物の組織に比べて、多糖類やポリフェノール類を多く含んでお
り、DNA を抽出する際に混入することがあります。これらの物質は、制限酵素反応や PCR を阻害し、DNA の定量を困
難にします。ISOPLANTⅡは、多糖類やポリフェノール類といった阻害物質を効果的に除去できるよう改良しました。また、
草本植物からの抽出はもちろん、これまで難しかった木本植物からも DNA を抽出することが可能で、得られた DNA は
PCR や制限酵素反応に使用することができます。

構　　　成 （20 回分） （100 回分）   （20 回分） （100 回分）
1. Wash Buffer 20 ml × 1 本 100 ml×1 本 5. Solution Ⅲ -B 2.5 ml×1 本 12 ml×1 本
2. Solution Ⅰ 6 ml × 1 本 30 ml×1 本 6. TE（pH 8.0） 2 ml×1 本 10 ml×1 本
3. Solution Ⅱ 3 ml × 1 本 15 ml×1 本 7. RNase A（1mg/ml） 20 μl×1 本 100 μl×1 本
4. Solution Ⅲ -A 2 ml × 1 本 10 ml×1 本 
注）植物から DNA を抽出する際には、2-Mercaptoethanol、場合によってはさらに NaBH4（テトラヒドロほう酸ナトリウム）が別途必要です。

使　用　法 使　用　例　植物の葉より抽出された DNA の制限酵素反応

316-04153 20 回分 9,000
310-04151 100 回分 33,000

植物の葉を凍結粉砕し、0.1 gを用いて抽出したDNA（NaBH4使用）

の1/20量を使用して、制限酵素反応を行った。

Lane 1 : タバコ Lane 5 : イネ

Lane 2 : ホウレンソウ Lane 6 : 茶

Lane 3 : ニンジン Lane 7 : ユズ

Lane 4 : ナス Lane 8 : リンゴ

M ： Marker 2（λ /Hind Ⅲ・EcoR Ⅰ）

a  ： intact

b ： Hind Ⅲ digest ＋ RNase A

0.8％ Agarose S

 使用上の注意  本品に含まれる Solution Ⅱは、主成分が塩化ベンジルです。長時間の吸入は危険ですので、換気のよいと

ころ、またはドラフト内で使用して下さい。また、目に入ったり皮膚に付着した場合は、大量の水で少なく
とも 15 分間以上洗い流し、医師の診察を受けて下さい。

文　　　献 

1） Xing S, Aharon G. : Analytical Biochemistry, 174, 650（1988）
2） C. S. Kim, C. H. Lee, J. S. Shin, Y. S. Chung , N. I. Hyung : Nucleic Acids Research, 25（5）1085（1997）

Ref
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DNA 抽出・精製

  ISOPLANT 植物・酵母・細菌からの DNA 抽出キット

ISOPLANT（アイソプラント）は、植物、酵母、細菌から短時間でゲ
ノム DNA を抽出するためのキットです。主成分である塩化ベンジル
によって、細胞壁、細胞膜および核膜などが破壊され、界面活性剤
の存在下で可溶化するため、特に植物の場合、グラインドすることなく DNA を抽出することができます。従って多数の
サンプルを処理する際には大変便利です。双子葉植物はもちろん単子葉植物からも前処理無しで DNA を抽出でき、その
DNA は PCR や制限酵素反応に使用することができます。

構　　　成     （20 回分） （100 回分）
1. Solution Ⅰ : Extraction Buffer  6 ml×1 本  30 ml×1 本
2. Solution Ⅱ : Lysis Buffer 3 ml×1 本  15 ml×1 本
3. Solution Ⅲ : Sodium Acetate  3 ml×1 本  15 ml×1 本
4. TE（pH8.0） : 10 mmol/l Tris-HCl（pH 8.0）、1 mmol/l EDTA  2 ml×1 本  10 ml×1 本
5. RNase A : 1 mg/ml 20 μl×1 本 100 μl×1 本

使　用　法

310-02733 20 回分 9,000
314-02731 100 回分 31,000

＊  植物の場合 0.01 ～ 0.1 g をはさみで 3 ～ 5 mm 角に切って使用する。植物の種類によって体積が異なるが、

Solution Ⅱを入れた際、下層（Solution Ⅱ）に試料が完全に浸るようにした方がよい。また、できるだけ新鮮

な試料を用いるようにする。凍結保存でも長期間にわたる場合には、DNA の回収率が低下することがある。

 酵母、細菌などの場合は、1.5 ml culture を遠心して得られた沈殿（～ 0.03 g）を用いる。

Lane 1 ： Marker 6（λ/StyⅠ）

Lane 2 ： Spinach DNA intact

Lane 3 ： Spinach DNA/EcoRⅠ

Lane 4 ： Spinach DNA/HindⅢ

Lane 5 ： Arabidopsis DNA intact

Lane 6 ： Arabidopsis DNA/EcoRⅠ

Lane 7 ： Arabidopsis DNA/HindⅢ

Lane 8 ： Tobacco DNA intact

Lane 9 ： Tobacco DNA/EcoRⅠ

Lane 10 ： Tobacco DNA/HindⅢ

Lane 11 ： Rice DNA intact

Lane 12 ： Rice DNA/EcoRⅠ

Lane 13 ： Rice DNA/HindⅢ

Lane 14 ： Marker 6（λ/StyⅠ）

 使用上の注意  本品に含まれる Solution Ⅱは、主成分が塩化ベンジルです。長時間の吸入は危険ですので、換気のよいと

ころ、またはドラフト内で使用して下さい。また、目に入ったり皮膚に付着した場合は、大量の水で少なく
とも 15 分間以上洗い流し、医師の診察を受けて下さい。

文　　　献  

1） Anil K. Jhingan : Methods in Molecular and Cellular Biology, 3, 15（1992）
2） Heng Zhu : Nucleic Acids Research, 21（22）, 5279（1993）

使　用　例　植物試料からのゲノム DNA の抽出

植物試料からゲノムDNAを抽出した後、制限酵素により消化し、電気泳動した。

Ref
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DNA 抽出・精製

  GM quicker トウモロコシ・ダイズからの DNA 抽出キット

GM quicker は、トウモロコシやダイズなどの穀物から DNA を抽出
するためのキットです。本キットは、カオトロピックイオン存在下で
DNA がシリカへ吸着する原理（Boom Technology）を採用しており、
抽出操作にフェノールやクロロホルムなどの毒性有機溶媒を使用しま
せん。

本キットは、抽出対象を穀粒へ特化させることによって、約 45 分
間という短い時間で高い精製度の DNA を抽出することができます。
本キットで使用するスピンカラムは、カラム容積を最大限確保して
おり、内封されたシリカメンブレンは、十分な DNA 吸着容量と高い
溶出効率を確保しています。本キットによって抽出された DNA は、
PCR や制限酵素反応に適用することができます。

本キットは厚生労働省「平成 18 年 6 月 29 日付食安発第 0629002 号」において「組換
え DNA 技術応用食品の検査方法」におけるトウモロコシ、ダイズからの DNA 抽出精製
方法に収載されました。

構　　　成 
1. GE1 Buffer 100 ml × 3 本
2. GE2 Buffer 37.5 ml × 1 本
3. GB3 Buffer 12.5 ml × 1 本
4. GW Buffer 40 ml × 1 本

5. TE（pH 8.0） 10 ml × 1 本
6. RNase A（100 mg/ml） 0.5 ml × 2 本
7. Spin Column 50 個

＊  ダイズ粉末試料 1g での DNA 抽出を 50 回行う場合には、GE1 Buffer、GE2 Buffer およ
び RNase A が不足しますので別途購入して下さい。

使　用　法 トウモロコシ DNA 抽出法

317-06361 50 回用 38,000

 特　　長 

1.  穀粒から約 45 分で高精製度の DNA が抽
出可能。

2.  抽出操作にフェノールやクロロホルムなど
の毒性有機溶媒が不要。

3.  試料のクロスコンタミネーション防止に配
慮したキット設計。

4.  抽出した DNA は PCR や制限酵素反応にそ
のまま使用可能。

保　　　存 
室温保存（15 ～ 25℃） 

使　用　例 
 トウモロコシ種子およびダイズ種子から抽出し
た DNA の吸収スペクトル例
A260 付近に吸収ピークがあることから、本キットで抽出した

DNA は高純度であることが示唆された。

図 1.　 本キットでトウモロコシ種子から抽出
した DNA の吸収スペクトル

図 2.　 本キットでダイズ種子から抽出した
DNA の吸収スペクトル

関連製品
314-06371 GE1 Buffer ……………………………………………………………………………………… 500 ml 12,000
311-06381 GE2 Buffer ……………………………………………………………………………………… 200 ml 8,000
318-06391 RNase A（100 mg/ml） ………………………………………………………………………… 0.5 ml × 5 19,600
311-06641 GW Buffer ………………………………………………………………………………………… 40 ml × 2 8,000
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DNA 抽出・精製

  GM quicker 2 コメ・ナタネ・ジャガイモからの DNA 抽出キット

GM quicker 2 は、穀物であるコメ、ナタネ、ジャガイモから DNA
を抽出するためのキットです。本キットでは、抽出対象を穀物へ特
化させることによって、約 40 分間という短い時間で高い精製度の
DNA を抽出することができます。また、本キットは α- アミラーゼを
使用することにより、うるち米のみならずもち米にも対応した設計と
なっており、コメ未知試料の検査において対応が可能です。さらに、
コメおよびナタネに関しては、1 粒検査のための DNA 抽出にも対応
が可能です。

GM quicker 2 は、厚生労働省「平成 18 年 9 月 15 日付食安輸発第 0915002 号」におい
て、遺伝子組換え米（LLRICE601）の検査法（DNA 抽出精製）に収載されました。

GM quicker 2 は、厚生労働省「平成 19 年 1 月 26 日付食安監発第 0126005-8 号」にお
ける「安全性未審査の中国米加工品の検知法」に収載されました。

GM quicker 2 は、厚生労働省「平成 21 年 6 月 26 日付食安監発 0626008 号」において、
安全性未審査の遺伝子組換えナタネ（RT73 B.rapa）の暫定検査法（スクリーニング検査
の DNA 抽出精製法）に収載されました。

構　　　成 
1. GE1 Buffer 40 ml ×1 本
2. GE2-K Buffer 5 ml ×1 本
3. GB3 Buffer 12.5 ml ×1 本
4. GW Buffer 40 ml ×1 本

5. TE（pH 8.0） 10 ml ×1 本
6. Proteinase K（20 mg/ml） 1 ml ×1 本
7. α-Amylase（高濃度品） 0.1 ml ×1 本
8. RNase A（100 mg/ml） 0.5 ml ×1 本
9. Spin Column   50 個

使　用　法 コメ DNA 抽出法

310-06591 50 回用 45,000

 特　　長 

1.  コメ、ナタネ、ジャガイモから約 40 分で
高精製度の DNA を抽出可能。

2.  抽出操作にフェノールやクロロホルムなど
の毒性有機溶媒が不要。

3.  試料のクロスコンタミネーション防止に配
慮したキット設計。

4.  抽出した DNA は PCR や制限酵素反応にそ
のまま使用可能。

µ
µ

µ
µ

µ

µ
µ

µ

µ

µ

保　　　存
冷凍保存（ｰ 20℃） : Proteinase K,
   α-Amylase

室温保存（15 ～ 25℃） : 上記以外の試薬＊

＊  RNase A は室温保存が可能ですが、長期間ご使用にならな

い場合には、冷蔵保存 (2 ～ 10℃ ) をお奨めします。

使　用　例
 コメ種子からの DNA 抽出および制限酵素消化
　本品を用いてコメの種子から DNA 抽出を行った。いずれの

種子からも DNA を抽出することができた。また、抽出した

DNA を制限酵素 EcoRⅠで消化した。

Lane 1, 8 : OneSTEP Marker 6（λ/ StyⅠ digest）
Lane 2 : コシヒカリ genomic DNA intact
Lane 3 : コシヒカリ genomic DNA / EcoR Ⅰ digest
Lane 4 : タイ米 genomic DNA intact
Lane 5 : タイ米 genomic  DNA / EcoR Ⅰ digest
Lane 6 : もち米 genomic DNA intact
Lane 7 : もち米 genomic  DNA / EcoR Ⅰ digest

関連製品
318-06651 GE2-K Buffer …………………………………………………………………………………… 50 mL × 2 8,000
315-06661 GB3 Buffer ……………………………………………………………………………………… 12.5 ml × 2 8,000
312-06671 GM quicker 2 Enzyme Set（Proteinase K 1 ml×2, α-Amylase 0.1 ml×2） ……………… 1 セット 22,000
311-06641 GW Buffer ………………………………………………………………………………………… 40 ml × 2 8,000

 1 2 3 4 5 6 7 8 

1％ Agarose S
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DNA 抽出・精製

  GM quicker 3 加工食品からの DNA 抽出キット

本品は、加工食品から DNA を抽出するためのキットです。本品は、
カオトロピックイオン存在下で DNA がシリカへ吸着する原理（Boom 
Technology）を採用しており、抽出操作にフェノールやクロロホルム
などの毒性有機溶媒を使用しません。本品では、抽出対象を加工食品
へ最適化することにより、短時間で PCR に好適な品質の DNA を抽
出することができます。使用するスピンカラムは、カラム容積を最
大限確保しており、内封されたシリカメンブレンは、十分な DNA 吸
着容量と高い溶出効率を確保しています。本品によって抽出された
DNA は、PCR や制限酵素反応に適用することができます。

構　　　成 
1. GE1 Buffer 100 ml × 3 本 室温保存
2. GE2-P Buffer  30 ml × 1 本 室温保存
3. GB3 Buffer 12.5 ml × 3 本 室温保存
4. GW Buffer 40 ml × 1 本 室温保存（エタノール含有）
5. TE（pH 8.0） 10 ml ×  1 本 室温保存
6. RNase A（100 mg/ml） 0.5 ml × 1 本 室温保存（長期間使用しない場合、冷蔵保存）
7. Proteinase K（20 mg/ml） 1 ml × 2 本 − 20℃保存
8. α-Amylase（高濃度品） 0.1 ml × 1 本 − 20℃保存
9. Spin Column   50 個 室温保存

JAS 法表示品目に対応したプロトコールの選択
 プロトコール 1：乾燥試料や吸水性の強い加工食品からの DNA 抽出
   ①凍り豆腐、おから、ゆば ②きな粉 ③大豆いり豆 ④乾燥馬鈴薯
 プロトコール 2：水分を比較的多く含む吸水性の弱い加工食品からの DNA 抽出
    ⑤豆腐類、油揚げ類 ⑥納豆 ⑦豆乳類 ⑧みそ ⑨大豆煮豆 ⑩大豆缶詰、大豆瓶詰
   ⑪冷凍とうもろこし ⑫とうもろこし缶詰、とうもろこし瓶詰 ⑬冷凍馬鈴薯
 プロトコール 3：DNA の残存が少ない加工食品からの DNA 抽出
   ⑭コーンスナック菓子 ⑮コーンスターチ ⑯ポップコーン
   ⑰ポテトスナック菓子 ⑱馬鈴薯でん粉

使　用　例　　PCR による内在性遺伝子の検出
　ダイズ、トウモロコシおよびジャガイモの内在性遺伝子検出用プライマー対を用いて、本品で抽出した DNA 溶液を希
釈せずに鋳型として用い、PCR を行った。PCR 条件は、農林水産省 JAS 分析試験ハンドブック「遺伝子組換え食品検査・
分析マニュアル」に従った。

 Lane M : OneSTEP Marker11 (pUC19/Msp I digest)
ダイズ加工食品
 Lane 1 : きな粉　　　Lane 4 : 豆腐 Lane 7 : 納豆 A
 Lane 2 : 乾燥ゆば　　Lane 5 : 豆乳 Lane 8 : 納豆 B
 Lane 3 : 凍り豆腐　　Lane 6 : 水煮大豆 Lane 9 : 納豆 C
トウモロコシ加工食品
 Lane 10 : トウモロコシの缶詰 Lane 12 : コーンスナック菓子 B
 Lane 11 : コーンスナック菓子 A Lane 13 : コーンスターチ
ジャガイモ加工食品
 Lane 14 : ポテトスナック菓子 A Lane 16 : ポテトスナック菓子 C
 Lane 15 : ポテトスナック菓子 B

311-07241 50 回用 56,000

 特　　長 

1.  幅広い種類の加工食品に対応。
2.  約 2 時間で高純度の DNA が抽出可能。
3.  抽出操作にフェノールやクロロホルムなど

の毒性有機溶媒が不要。
4.  抽出した DNA は PCR や制限酵素反応にそ

のまま使用可能。

PCR 産物の一部（5 μl）を 3% Agarose 21 ゲルで電気
泳動
Lane 1 ～ 9 は Le1 遺伝子（118 bp）を増幅
Lane 10 ～ 13 は SS Ⅱ b 遺伝子（114 bp）を増幅
Lane 14 ～ 16 は UGPase 遺伝子（111 bp）を増幅
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DNA 抽出・精製

  GM quicker 4 加工食品からの DNA 抽出キット

GM quicker 4 は、加工食品からの DNA 抽出キット GM quicker 3
を改良し、加工食品中の DNA の回収率を向上させたキットです。

本キットは、カオトロピックイオン存在下にて核酸がシリカへ吸着
する原理を応用しており、フェノールやクロロホルムなどの毒性有機
溶媒を使用することなく、食品中に含まれる DNA を回収することが
可能です。 

構　　　成 
1. GE1 Buffer 100 ml × 2 本 室温保存
2. GE2-M Buffer  20 ml × 1 本 室温保存
3. GB3 Buffer 12.5 ml × 3 本 室温保存
4. GW Buffer 40 ml × 1 本 室温保存（エタノール含有）
5. TE（pH 8.0） 10 ml ×  1 本 室温保存
6. RNase A（100 mg/ml） 0.5 ml × 1 本 室温保存（長期間使用しない場合、冷蔵保存）
7. Proteinase K（20 mg/ml） 1 ml × 1 本 − 20℃保存
8. α-Amylase（高濃度品） 0.1 ml × 1 本 − 20℃保存
9. Spin Column  50 個 室温保存

使　用　法 
① 乾燥した食品からの DNA 抽出方法

文　　　献  

1） Minegishi, Y., Mano, J., Kato, Y., Kitta, K., Akiyama, H., and Teshima, R.： Jpn. J. Food Chem. Safety, 20（2），96（ 
2013）

316-07791 50 回用 56,000

 特　　長 

1.  幅広い種類の加工食品に対応。
2.  約 2 時間で高純度の DNA が抽出可能。
3.  抽出操作にフェノールやクロロホルムなど

の毒性有機溶媒が不要。
4.  抽出した DNA は PCR や制限酵素反応にそ

のまま使用可能。

µ
µ
µ

µ

µ

µ

µ

使　用　例
本品のプロトコル 1 に従って、ビーフンとライ
スペーパーからコメ DNA を抽出した。抽出した
DNA 溶液の一部と、それを 10 倍希釈したも
のを鋳型にして、コメ内在性遺伝子 PLD を検出す
るプライマー対とプローブを用いてリアルタイム
PCR を行った。

①ビーフン DNA
②ビーフン DNA　（10 倍希釈）
③ライスペーパー DNA
④ライスペーパー DNA　（10 倍希釈）
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DNA 抽出・精製

  GM quicker 96 トウモロコシ種子粉砕物からの DNA 抽出キット

本品は、トウモロコシ種子粉砕物から DNA を抽出するためのキッ
トです。本品は、カオトロピックイオン存在下で DNA がシリカへ吸
着する原理（Boom Technology）を採用しており、抽出操作にフェノー
ルやクロロホルムなどの毒性有機溶媒を使用しません。本品は、抽出
対象をトウモロコシ種子へ特化させることによって、96 粒の種子か
ら約 1.5 時間という短い時間で簡便に高品質な DNA を抽出すること
ができます。使用するポリスチレン製の 96 ウェルカラムプレートは、
最大 1800 × g までの遠心力を許容し、内封されたシリカメンブレン
は、十分な DNA 吸着容量を確保しています。本品によって抽出され
た DNA は、PCR や制限酵素反応に適用することができます。

GM quicker 96 は、厚生労働省 「平成 21 年 6 月 26 日付食安監発 0626008 号」において、
安全性未審査の遺伝子組換えナタネ（RT73 B.rapa）の暫定検査法（粒確認検査の DNA
抽出精製法）に収載されました。

GM quicker 96 は、厚生労働省「平成 21 年 8 月 3 日付食安発 0803 第 8 号」において「組
換え DNA 技術応用食品の検査法について（補足）」の別添 粒単位検査法に収載されました。

構　　　成
 1. GE1 Buffer 240 ml ×4 本 室温保存
 2. GE2-K Buffer  150 ml ×1 本 室温保存
 3. GB3 Buffer 120 ml ×1 本 室温保存
 4. GW Buffer 150 ml × 2 本 室温保存
 5. TE（pH 8.0） 50 ml × 1 本 室温保存
 6. RNase A（100 mg/ml） 0.8 ml ×4 本 室温保存（長期間使用しない場合、冷蔵保存）
 7. 96 ウェルカラムプレート 4 枚 冷蔵保存（2 ～ 10℃）
 8. 1.00 ml コレクションプレート 4 枚 室温保存
 9. 0.35 ml コレクションプレート 4 枚 室温保存
10. コレクションプレートキャップ 4 枚 室温保存

319-07161 384 回用 150,000

 特　　長 

1.  トウモロコシ種子の 96 サンプルから、同
時に約 1.5 時間で高純度の DNA が抽出可
能。

2.  抽出操作にフェノールやクロロホルムなど
の毒性有機溶媒が不要。

3.  抽出した DNA は PCR や制限酵素反応にそ
のまま使用可能。

  On-Site Column Set for GM quicker 
本品は、2 種類のカラムで構成された製品です。GM quicker 構成

品の Buffer と組合せて使用することにより、穀物種子から DNA を迅
速に抽出・精製することができます。また、大型機器（遠心分離機など）
を使用することなく、高純度の DNA を抽出することができます。

本品は、カラムと接続した真空採血管やシリンジによって送液しま
す。メンブレン通液後の溶液は、真空採血管内やシリンジ内に蓄積さ
れるため、コンタミネーションの危険性が少ない DNA 抽出を行うこ
とができます。また、抽出対象を植物組織、特にダイズおよびトウモ
ロコシ種子粉砕物に最適化されており、約 30 分間で迅速に DNA 溶
液を得ることができます。抽出された DNA は、PCR や制限酵素反応
に適用可能です。

構　　　成
1. 残渣除去カラム 20 個 室温保存
2. 核酸精製カラム  20 個 冷蔵保存
3. ゴムキャップ 20 個 室温保存
4. カラムホルダー 1 個 室温保存

〈本品以外に必要な試薬〉 〈必要な器具および機器〉
GE1 Buffer 真空採血管 1.5ml 容チューブ
GE2-K Buffer 真空採血管再栓キャップ フィルター付チップ
GB3 Buffer ルアーアダプター ピペットマン
GW Buffer 採血管ホルダー 試験管ミキサー
TE（pH 8.0） 25ml 容シリンジ 使い捨て手袋
RNase A（100 mg/ml）
2-Propanol

317-07341 20 回用 37,000

 特　　長 

1.  大型機器（遠心分離機など）が不要。
2.  約 30 分間で高純度の DNA が抽出可能。
3.  ダイズおよびトウモロコシ種子粉砕物に最

適化。

関連製品
310-06591 GM quicker 2……………………………………………………………………………………… 50 回用 45,000
311-06641 GW Buffer ………………………………………………………………………………………… 40 ml × 2 8,000
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DNA 抽出・精製

  ISOIL  土壌からの DNA 抽出キット

ISOIL（アイソイル）は、土壌 DNA 抽出キットです。界面活性剤存在
下での加熱処理を行うことによって土壌 DNA を抽出します。抽出さ
れる土壌 DNA は物理的せん断を受けないため、高分子 DNA の抽出
が可能です。よって、本キットで抽出した土壌 DNA はメタゲノムラ
イブラリーの構築など遺伝子資源としての利用に適しています。

構　　　成 
1. Lysis Solution HE 50 ml × 1 本
2. Lysis Solution 20S 1.25 ml × 2 本
3. Purification Solution 20 ml × 1 本
4. Precipitation Solution 40 ml × 1 本
5. Wash Solution 50 ml × 1 本
6. Ethachinmate 100 μl × 1 本
7. TE（pH 8.0） 5 ml × 1 本

使　用　法 使　用　例

316-06211 50 回用 30,000

 特　　長 

1.  黒ボク土などの火山灰土壌からも効率よく
土壌 DNA が抽出可能。

2. 土壌中の腐植物質を効率よく除去可能。
3. 高純度な土壌 DNA の抽出が可能。
4.  得られた土壌 DNA は PCR や制限酵素反応

に直接使用可能。
5. 約 2 時間で土壌 DNA が抽出可能。
6. スケールアップが容易。
7. 高分子土壌 DNA の抽出が可能。

Bacillus

Streptomyces

注）本品は、東京大学 TLO が所有する特許のライセンスを受けて製造販売しております。

文　　　献 

Kuske C. R., Banton K. L., Adorada D. L., Stark P. C., Hill K. K. , Jackson P. J. : Appl. Environ. Microbiol., 64 （7）, 2463
（1998）
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DNA 抽出・精製

Bacillus

Streptomyces

  ISOIL for Beads Beating 土壌からの DNA 抽出キット

ISOIL for Beads Beating は、土壌 DNA 抽出キットです。界面活性
剤による化学的な溶菌と Beads Beating（ビーズ破砕）の物理的な菌体
破砕によって土壌 DNA を抽出します。強固な細胞壁を持つ微生物か
らも DNA を抽出することができるため、実際の土壌微生物群集構造
を反映した土壌 DNA の抽出が可能です。よって、本キットで抽出し
た土壌 DNA は PCR-DGGE 解析を用いた土壌微生物の群集構造解析
や土壌診断、土壌 DNA の定量による土壌バイオマスの推定などへの
利用に適しています。

構　　　成 
1. Beads Tube 50 本
2. Lysis Solution BB 50 ml×1 本
3. Lysis Solution 20S 1.25 ml×2 本
4. Purification Solution 20 ml×1 本
5. Precipitation Solution 40 ml×1 本
6. Wash Solution 50 ml×1 本
7. Ethachinmate 100 μl×1 本
8. TE（pH 8.0） 5 ml × 1 本

使　用　法

319-06201 50 回用 37,000

 特　　長 

1.  黒ボク土などの火山灰土壌からも効率よく
土壌 DNA が抽出可能。

2. 土壌中の腐植物質を効率よく除去可能。
3. 高純度な土壌 DNA の抽出が可能。
4.  得られた土壌 DNA は PCR や制限酵素反応

に直接使用可能。
5. 最短 40 分で土壌 DNA が抽出可能。
6. 高収量。

注）本品は、東京大学 TLO が所有する特許のライセンスを受けて製造販売しております。

文　　　献 

Kuske C. R., Banton K. L., Adorada D. L., Stark P. C., Hill K. K. and Jackson P. J. : Appl. Environ. Microbiol., 64 （7）, 
2463（1998）

  Lysis Solution BB SP1 ISOIL for Beads Beating 専用オプションバッファー

Lysis Solution BB SP1 は ISOIL for Beads Beating 専用のオプショ
ンバッファーです。ISOIL for Beads Beating で、黒ボク土のなかで
もアロフェン質が非常に多い土壌から DNA 抽出を行う場合にキット
付属の Lysis Solution BB の代わりに使用します。本品を使用するこ
とでアロフェン質が非常に多い黒ボク土からの DNA 抽出量が増加し
ます。

 使用上の注意 ISOIL には使用しないで下さい。

注）本品は、東京大学 TLO が所有する特許のライセンスを受けて製造販売しております。

313-06221 50 ml 3,200

使　用　例

以下はISOILのプロトコール（p.31）と同じ
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  ISOIL Large for Beads ver.2 土壌（5 g）からの DNA 抽出キット

ISOIL Large for Beads ver.2 は、5 g の土壌サンプルから DNA を
抽出するキットです。界面活性剤による化学的な溶菌と、ビーズによ
る物理的な菌体破砕（ボルテックス）を併用することによって、効率よ
く土壌 DNA を抽出することができます。

抽出の基本プロトコールに加え、再精製やスケールアップのための
2 つのオプションプロトコールも設定されており、充実した内容に
なっています。

構　　　成 
1. Beads Tube L 8 本
2. Lysis Solution BB 80 ml × 1 本
3. Lysis Solution 20S 4 ml × 1 本
4. Purification Solution 45 ml × 1 本
5. Precipitation Solution 90 ml × 1 本
6. Wash Solution 45 ml × 1 本
7. Ethachinmate 100 μl × 1 本
8. TE（pH 8.0）  10 ml × 1 本

使　用　法 使　用　例

312-06791 8 回用 28,000

 特　　長 

1.  5 g の土壌サンプルから DNA が抽出可能。
2.  黒ボク土などの火山灰土壌からも効率よく

土壌 DNA が抽出可能。
3.  土壌中の腐植物質を効率よく除去でき、高

純度な土壌 DNA の抽出が可能。 
4.  オプションプロトコールに対応できる十分

な試薬量を確保。
5.  より高純度な土壌 DNA を得るための再精

製が可能。
6.  DNA 量が少ない土壌サンプルに対して、

20 g までのスケールアップが可能。

注）本品は、東京大学 TLO が所有する特許のライセンスを受けて製造販売しております。

文　　　献  

Kuske C. R., Banton K. L., Adorada D. L., Stark P. C., Hill K. K. and Jackson P. J. : Appl. Environ. Microbiol., 64（7）, 
2463（1998）
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プラスミドDNA抽出

  ISOSPIN Plasmid 大腸菌からのプラスミド抽出

ISOSPIN Plasmid（アイソスピン プラスミド）は、スピンカラムを
用いて簡単に大腸菌から高純度なプラスミド DNA を抽出できるキッ
トです。

ISOSPIN シリーズは、カオトロピックイオン存在下で DNA がシリ
カへ吸着する原理を応用しており、フェノールやクロロホルムなどの
毒性有機溶媒を使用しません。本キットを使用して得られたプラスミ
ド DNA は、制限酵素反応、形質転換、シークエンスなどの分子生物
学実験に使用することができます。

構　　　成 
1. IS1 Buffer 30 ml × 1 本
2. IS2 Buffer 30 ml × 1 本
3. IS3 Buffer 40 ml × 1 本
4. ISPW Buffer 60 ml × 1 本
5. ISW Buffer 100 ml × 1 本
6. ISE Buffer 10 ml × 1 本
7. RNase A (100 mg/ml) 60 μl × 1 本
8. Spin Column 50 本 × 2 袋

使　用　法

318-07991 100 回用 18,000

 特　　長 

1.  独自開発のスピンカラムを採用。
2.  約 30 分で大腸菌から高純度なプラスミド

DNA が抽出可能。

 

大腸菌培養液 1～5 ml（低コピープラスミドの場合 1～10 ml）
 
  遠心（10,000×g, 5 分間, 室温）

上清を捨てる  

 

大腸菌（沈殿）
 
  250μl のIS1 Buffer（RNase A 添加済み）を添加

ボルテックスなどで大腸菌の塊がなくなるまで懸濁  

 

  250μl のIS2 Buffer を添加
透明になるまで4～6 回穏やかに転倒混和（5 分間以上行わない）  

 

  350μl のIS3 Buffer を添加
4～6 回転倒混和

遠心（12,000×g, 10 分間, 室温）

  

  

 

Spin Column に上清を全量添加（沈殿物は入れないようにする） 
 
  遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）

ろ液を捨てる  

 

  500μl のISPW Buffer を添加

遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）
ろ液を捨てる

  

  

 

  750μl のISW Buffer を添加

遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）
ろ液を捨てる

  

  

 

  空の状態で遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）

 

Spin Column のカラムを新しい1.5 ml マイクロチューブの上に移す
 
  50μl のISE Buffer をメンブレン中央に滴下

室温静置 3 分間

遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）

  

 

 

 

プラスミドDNA
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アガロースゲルからの核酸抽出・精製

  ISOSPIN Agarose Gel アガロースゲルからの DNA 精製

ISOSPIN Agarose Gel（アイソスピン アガロースゲル）は、スピン
カラムを用いてアガロースゲルから DNA 断片を抽出・精製するため
のキットです。

ISOSPIN シリーズは、カオトロピックイオン存在下で DNA がシリ
カへ吸着する原理を応用しており、フェノールやクロロホルムなどの
毒性有機溶媒を使用しません。使用するスピンカラムは、カラム容
積を最大限確保しており、内封されたシリカメンブレンは、充分な
DNA 吸着容量と高い溶出効率を確保しています。

本キットでは、低融点タイプ以外のアガロースや高濃度のアガロー
スゲル（5％以下）でも使用でき、約 30 分間で簡単に DNA を回収でき
ます。得られた DNA は、制限酵素反応、シークエンス、クローニン
グなどの分子生物学実験に使用することができます。

構　　　成 
1. ISAE Buffer 75 ml × 2 本
2. ISW Buffer 100 ml × 1 本
3. ISE Buffer 10 ml × 1 本
4. Spin Column 50 本× 2 袋

使　用　法

311-07981 100 回用 19,000

 特　　長 

1. 独自開発のスピンカラムを採用。
2.  約 30 分でアガロースゲルから高純度な

DNA を回収可能。
3.  低融点タイプ以外のスタンダードタイプア

ガロースにも使用可能。

 

切り出したアガロースゲル断片
 
  3 倍量の ISAE Buffer を添加
 

 50℃で 10 分間保温、途中 2 分間毎に転倒混和
アガロースゲルを完全に溶解  

［  溶液が黄色から変化した場合、1/60 量の 3M 酢酸ナトリウム（pH 5.2）を添加］
 

  1/4 量のイソプロパノールを添加
転倒混和
軽くスピンダウン

  

  

 

Spin Column に混合液を全量添加
 
  遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）

ろ液を捨てる
 

  

 

  500μl の ISAE Buffer を添加
遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）
ろ液を捨てる

 

 

 

  750μl の ISW Buffer を添加
遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）
ろ液を捨てる

  

  

 

  空の状態で遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）
 

Spin Column のカラムを新しい 1.5 ml マイクロチューブの上に移す 
 
  50μl の ISE Buffer をメンブレン中央に滴下

室温静置 3 分間  

 

  遠心（12,000×g, 1 分間, 室温）
 

DNA 溶液 
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アガロースゲルからの核酸抽出・精製

  Thermostable β-Agarase アガロースゲルからの核酸抽出

アガラーゼは、融解させた（ゾル化させた）アガロースを neoagaro-
oligosaccharides に分解する酵素で、分解後のアガロース溶液は再
びゲル化しなくなります。この性質を利用し、アガラーゼはアガロー
スゲルからの核酸抽出に応用されています。

本品は、耐熱性微生物に由来するアガラーゼで、従来のアガラーゼ
と比較して極めて耐熱性に優れているため、DNA 断片を簡便・短時間
にアガロースゲルから抽出することができます。

活　　　性 1 unit/μl
形　　　状 50 mmol/l NaCl, 20 mmol/l Tris-HCl（pH7.5）
単位の定義  １unitは、60℃で１分間あたり1 μmolのD-ガラクトー

スに相当する量の還元糖をアガロースゲルから生成する
酵素活性とする。

使　用　法 アガロースゲルブロック（200 mg）からの DNA 抽出
 1.  切り出したアガロースゲルロック 200 mg（200 μl）をチューブに入れる。
 2. 5 ～ 10 分間加熱し、アガロースゲルを完全に融解する。
 3. 50～65℃の恒温槽に移す。
 4. 6 units（6 μl）の Thermostable β-Agarase を添加し、混和する。
 5. 50 ～ 65℃で 5 ～ 10 分間保温し、アガロースを分解する。
 6. 氷上に静置し、再凝固しないことを確認する。

使　用　例 分子量の大きい DNA 断片のアガロースゲルからの回収
  電気泳動で分離した T4 GT7 DNA（166 kbp）、λ-DNA（48.5 kbp）、pUC19（2.69 kbp）をゲルブロックと

して低融点タイプアガロースゲル（0.3% Agarose L）から切り出し、Thermostable β-Agaraseと他社製品（ス
ピンカラム）を用いて処理した。得られた DNA 溶液の1/3量を、高強度タイプアガロースゲル（0.3% Agarose 
H）を使用し電気泳動で分離した。

317-07123 30 units 5,600
311-07121 300 units 24,000

 特　　長 

1. 最短 10 分間で操作可能。
2.  至適温度が 50 ～ 60℃のため、スタンダー

ドタイプのアガロースにも使用可能。
3.  ゲル分解溶液をそのままクローニングや制

限酵素反応などに使用可能。
4.  せん断の影響が少なく、大きな DNA 断片

を回収可能。

備　　　考  本酵素は国立研究開発法人 中央水産研究所、海洋・極限環境生物圏領域における研究により、有人潜水調査
船「しんかい 6500」を用いて深海から採取された耐熱性微生物に由来しています。詳しくは、シーエムシー
出版『酵素開発・利用の最新技術』　第 5 章　深海微生物からの有用酵素の探索　p.41-52（著者；秦田勇二、
大田ゆかり、日高祐子、能木裕一）をご参照下さい。

注）　数 kbp 以上の DNA を抽出する場合、低融点アガロースをご使用下さい。

 M ：Marker 8 GT（0.4 μg）
 Lane 1 ：T4 GT7 DNA
 Lane 2 ：λ-DNA
 Lane 3 ：pUC19（oc-DNA）
 Lane 4 ：pUC19（ccc-DNA）

run at 15V for 20 hr. 4℃
0.3% Agarose H

M（kbp）

166

10.7

5.6

3.4

56.7

M M1 12 23 34 4

Thermostable
β-Agarase

他社製品 
（スピンカラム）
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核酸精製用試薬

  ISOSPIN PCR Product
ISOSPIN PCR Product（アイソスピンピーシーアールプロダクト）

は、スピンカラムを用いてPCR 反応液中のPCR 産物を精製するため
のキットです。

ISOSPIN シリーズは、カオトロピックイオン存在下でDNA がシリ
カへ吸着する原理を応用しており、操作にフェノールやクロロホルム
などの毒性有機溶媒を使用しません。使用するスピンカラムは、カラ
ム容積を最大限確保しており、内封されたシリカメンブレンは、充分
なDNA 吸着容量と高い溶出効率を確保しています。

本キットでは、約20 分間という短い時間でPCR 反応液からDNA ポ
リメラーゼ、塩、プライマー、dNTPs などを取り除き、PCR 産物のみを
回収することができます。本キットによって精製されたPCR 産物は、
各種分子生物学実験に使用することができます。

構　　　成 
1. ISB Buffer 100 ml × 1 本
2. ISW Buffer 100 ml × 1 本
3. ISE Buffer 10 ml × 1 本
4. Spin Column 50 本× 2 袋

使　用　法

315-08001 100 回用 18,000

 特　　長 

1. 独自開発のスピンカラムを採用。
2.  約 20 分で高濃度の DNA が回収可能。
3.  簡単に脱塩、プライマー除去可能。

 
PCR 反応液 
 
  5 倍量の IS B Buffer を添加 
  転倒混和 
 
  軽くスピンダウン 
 
Spin Column に全量を添加 
 
  遠心（12,000×g, 1 分間, 室温） 
  ろ液を捨てる 
 
  750μl の IS W Buffer を添加 
 
  遠心（12,000×g, 1 分間, 室温） 
  ろ液を捨てる 
 
  空の状態で遠心（12,000×g, 1 分間, 室温） 
 
Spin Column のカラムを新しい 1.5 ml マイクロチューブの上に移す 
 
  50μl の IS E  Buffer をメンブレン中央に滴下 
  室温静置 3 分間 
 
  遠心（12,000×g, 1 分間, 室温） 
 
PCR 産物 
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核酸精製用試薬

  Ethachinmate アルコール沈殿用共沈剤（DNase, RNase フリー）

Ethachinmate（エタ沈メイト）は核酸（DNA および RNA）をエタノー
ルまたはイソプロパノール沈殿させる際に使用する高分子キャリアー
です。本品を使用すると、希薄な核酸溶液から定量的に、微量な核酸
を回収することができます。また、エタノールやイソプロパノールを
加えた後の−20℃（あるいは−80℃）での冷却が不要なので、ただちに
遠心することができます。回収した核酸は、バッファーなどに溶解し、
そのまま各種酵素の基質として使用できます。

本品には、3 mol/l Sodium Acetate（pH 5.2）が添付されています。
また DNase フリー、RNase フリーです。

構　　　成  （318-01793） （312-01791）
1. Ethachinmate 0.02 ml×1 本 0.2 ml×1 本
2. 3 mol/l Sodium Acetate（pH 5.2） 0.1 ml×1 本 1 ml×1 本

DNase 試験  1 μg のλ /Hind Ⅲに Ethachinmate 3 μl を加え、37℃で 16 時間インキュベートした後、アガロースゲ
ル電気泳動し、そのパターンに変化のないことを確認している。

RNase 試験  基質 RNA 2 μg に Ethachinmate 3 μl を加え、37℃で 16 時間インキュベートした後、アガロースゲル電
気泳動し、そのパターンに変化のないことを確認している。

使　用　法

318-01793 0.02 ml 3,200
312-01791 0.2 ml 16,000

12,000

＊ 1  塩濃度は終濃度 0.1 mol/l 以上とする。

＊ 2  Ethachinmate は、DNA または RNA 溶液 100 μl あたり 1 μl 加

える。ただし、溶液量が 300 μl 以上の場合は 3 μl あれば十分で

ある。また、左記の操作を再び行う場合、Ethachinmate を追加す

る必要はない。（繰り返し Ethachinmate を加えると DNA 溶液が粘

調になり、以後の操作に支障を来す場合もある。）

＊ 3  ボルテックスを十分行うことにより、微量 DNA でも定量的に回収

できる。

＊ 4  − 20℃（あるいは− 80℃）での冷却を行わず、ただちに遠心するこ

とができる。

＊ 5  沈殿は目で確認できる。別のバッファーなどに溶解し、そのまま各

種酵素の基質として使用できる。また、必要に応じて 70％ エタノー

ルで洗浄する。

 特　　長 

1. 微量核酸の回収が可能。
2.  迅速なアルコール沈殿が可能。
3.  酵素反応を阻害しない。
4.  沈殿を目で確認できる。

Ref
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核酸精製用試薬

  TE Saturated Phenol TE 飽和フェノール

本品は、生体組織から核酸を抽出したり、核酸の酵素反応後のタ
ンパク質除去などに用いるフェノールで、あらかじめ TE バッファー
〔10 mmol/l Tris-HCl（pH 8.0）, 1 mmol/l EDTA〕で飽和してあります。
本品には、0.1％（w/v）の 8 - ヒドロキシキノリンが含まれています。

 使用上の注意  1.  フェノールの pH は、7 ～ 8 がよいとされています。これより低いと、抽出中に DNA がフェノール相へ

移り収量低下の原因となり、逆に高いとフェノールの酸化速度を早めます。
 2.  DNA 抽出の際の塩濃度は普通、重要なファクターではありませんが、オリゴマーのような低分子 DNA

の場合は 50 mmol/l 以上の NaCl または KCl を添加することにより収量低下を防ぐことができます。
 3. 8 - ヒドロキシキノリンには次のような利点があります。
  ① 抗酸化剤として作用します。
  ②  フェノール相が黄色になるので透明な水相と容易に区別できます。
  ③ RNase の部分インヒビターとして作用します。
  ④  Vanadyl-ribonucleotide complex（VRC）を RNase インヒビターとして使用する場合、色の変化（黄

→黒）により VRC の存在を検定できます。
 4. フェノールは劇物なので、使用の際には次のような注意が必要です。
  ① 手袋や眼鏡などの保護具を着用して下さい。
  ② 皮膚や目にフェノールが触れた場合はただちに大量の流水で洗った後医師の診察を受けて下さい。
  ③ 操作はフード内で行って下さい。
 5. 保存の際には、遮光して下さい。

313-90091 50 ml 13,000
319-90093 250 ml 17,000

  Phenol/Chloroform/Isoamyl alcohol（25 : 24 : 1）
本品は、TE 飽和フェノール、クロロホルム、イソアミルアルコー

ルを 25 : 24 : 1 で混合した溶液です。生体組織からの核酸抽出や、
核酸の酵素反応後のタンパク質除去などに用いられます。イソアミル
アルコールには、使用時に発生する泡を少なくする効果があります。

 使用上の注意  保存の際には、遮光して下さい。

備　　　考  本品に使用されている TE 飽和フェノール（Code No.313-90091 , 319-90093 ）は、フェノールを TE バッ
ファー〔10 mmol/l Tris-HCl（pH 8.0）, 1 mmol/l EDTA〕で飽和させたものである。また、0.1％（w/v）の 8 -
ヒドロキシキノリンが含まれている。

文　　　献  

Sambrook, J. et al. : “Molecular Cloning”, A Laboratory Manual, 2nd ed.（1989）

311-90151 250 ml 19,000

  Acid Phenol, pH 4.2
AGPC 法によって RNA 抽出を行う際に用いるフェノールで、あら

かじめクエン酸バッファー（pH 4.2）で飽和してあります。AGPC 法
では酸性フェノールを用いることによって RNA が水層に分画され、
RNA と DNA との分離を行うことができます。

 使用上の注意  保存の際には、遮光して下さい。

備　　　考  本品はフェノールをクエン酸バッファー（pH 4.2）で飽和させたもので、下層が Acid Phenol、上層はクエン
酸バッファーである。

315-90291 100 ml 10,400

Ref

Ref

Ref
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核酸精製用試薬

  α-Amylase Ultrapure
α-Amylase は、α-1, 4- グルコシド結合を加水分解する酵素です。

試料中のデンプンを効率的に液化することから、デンプンを多く含む
試料から DNA を抽出する際のサンプル前処理に非常に有効です。

起　　　源 Bacillus subtilis
活　　　性 4 ～ 10 units/μl
単位の定義  下記の測定条件において、緩衝液のみを加えたものを対

照とし、青紫色呈色が 1％低下する酵素量を 1 unit とす
る。

 〈よう素呈色法〉
 1.  1％可溶性デンプン 1 ml を含む 10 mmol/l 酢酸緩衝

液（pH 6.0）を 40℃で 5 分間保温する。
 2.  本酵素 0.1 ml を加え、撹拌後 40℃で 10 分間反応さ

せる。
 3.  2. の液 0.1 ml を分注し、0.1N 塩酸を 1 ml 加えて反

応を停止させる。
 4.  3. の液を 50 μl 分注し、0.005％ l2/0.05％ Kl を 1 ml

加える。
 5.  デンプンが呈色する青紫色を 660 nm の吸光度で測定する。
形　　　状  10 mmol/l Tris-HCl（pH 8.0）, 10 mmol/l CaCl2, 50％ Glycerol
酵素反応条件  30 mmol/l Tris-HCl（pH 8.0）, 500 mmol NaCl, 10 mmol/l CaCl2, 5 mol/l Urea, 5％ Tween20,
  0.5％ TritonX-100
 本品には酵素反応 Buffer は添付されておりません。
純　　　度  本酵素 30 units と 1μg の λ/Hind Ⅲを 37℃で 16 時間反応させた後、アガロースゲル電気泳動を行った

結果、泳動パターンに変化は認められない。

使　用　例 スナック菓子からの DNA 抽出

備　　　考  酵素反応条件とは異なる組成での反応も可能であり、その場合は以下の点に留意するとよい。
 ・Ca2＋（終濃度 1 mmol/l 以上）存在下で安定。
 ・Urea, Tween 20, Triton X-100 の添加によって、より少ない酵素量でサンプルを処理することが可能となる。

310-04754 600 units 9,000 
316-04751 4,000 units 23,000 
312-04753 4,000 units × 5 80,000

 特　　長 

1. DNase をほとんど含まず、高純度。
2.  α-Amylase に由来する DNA をほとんど含

まない高い精製度。
3.  酵素反応の至適温度が 100℃ 前後である

ため、本品に最適化された反応条件下では
デンプン液化とサンプル由来の DNase の
失活を 1 ステップで行うことが可能。

4.  酵素反応の至適 pH が 5 ～ 9 と非常に広く、 
様々な実験系に対応。

5.  陰イオンクロマトグラフィーでの DNA 抽
出に適した酵素反応条件。

左：α-Amylase Ultrapure 無し

右：α-Amylase Ultrapure 有り

（右）α-Amylase Ultrapure によってサンプル中

のデンプンを液化すると、粘性の少ない抽出液

を回収することができる。
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  HULK アルギン酸分解酵素 HULK Alginate lyase

本品は、Flavobacterium 属細菌由来のアルギン酸リアーゼで、大
腸菌で発現・精製した組換え酵素です。アルギン酸を効率よく分解す
ることができます。

アルギン酸はコンブ等の褐藻類に多く含まれる粘性の高い多糖類です。褐藻類から核酸を抽出する際に、本酵素で処理
することによって粘性がなくなり、効率的に核酸抽出を行うことができるようになります。

製品名の HULK は、Hokkaido University alginate Lyase for Kelp degradation の略です。

起 源 遺伝子組換え大腸菌
活 性 ≧ 5,000 units/mg
単位の定義  1 unit は、0.1% アルギン酸ナトリウムを基質として、30° C において 235 nm の値が 1 分間に 0.1

上昇する酵素活性とする。
酵 素 形 状 20 mmol/l Tris-HCl (pH 8.0), 100 mmol/l NaCl, 50% Glycerol

文　　　献  

A. Inoue, K. Takadono, R. Nishiyama, K. Tajima, T.Kobayashi, T. Ojima, Characterization of analginate lyase, FlAlyA, 
from Flavobacterium sp.strain UMI-01 and its expression in Escherichia coli,Mar. Drugs. 12 (2014) 4693–4712.

319-08261 5 mg 32,000

  High-Salt Precipitation Solution ISOGEN, ISOGEN-LS 用夾雑物除去溶液

本品は ISOGEN、ISOGEN-LS によってポリサッカライド、プロテ
オグリカン、グリコーゲンなどを多く含む試料から RNA を抽出する
際に、それら夾雑物の混入をより効果的に抑えるために使用する溶液
です。

また、ISOPLANT や ISOPLANT Ⅱなど、他の核酸抽出キットにも
同様の目的で使用することができます。

組 成 1.2 mol/l NaCl, 0.8 mol/l Sodium citrate
使 用 法 1. 本品とイソプロパノールをそれぞれ核酸水溶液に対し 1/2 容量ずつ加え転倒混和する＊

 2. 室温で 5 ～ 15 分間静置する
 3. 10K × g で 15 分間遠心し、核酸のみを沈殿させる
 4. 上清を捨て、70% エタノール溶液で核酸を洗浄する
 ＊核酸溶液に対し、High-Salt Precipitation Solution を加え軽く混合した後にイソプロパノールを添加して下さい。

備 考 オートクレーブ済み、DNase フリー、RNase フリー

文　　　献  

Chomczynski, P. , Mackey, K. : Bio Techniques, 19, 492（1995）

313-06341 50 ml 5,600
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